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主な内容
●由布市人事行政の運営等の状況を公表します
●光ファイバーによる超高速インターネット接続環境を整備します
●特別永住者証明書への切り替えについて
表紙は１月16日に由布市はさま子育て支援センターで行われた、給食試食会でデザートのいちごを
食べる親子の様子

特集

子育てにほっと一息！



子育て支援センター（宮田保育園内、ひばり保育園内、すみれ保育園内）

　主に就学前の子どもがいる子育て家庭を対象に、親子の交流、親たち・子どもたちの仲間
づくり、情報交換などの場を提供しています。支援センター担当職員による、子育てに関す
るアドバイスや悩み相談も行われています。子育て家庭を支える、心強い支援のひとつです。
●問い合わせ　宮 田 保 育 園　☎ 097–583–1544　ひばり保育園　☎ 097–582–1472
　　　　　　　すみれ保育園　☎ 0977–85–4666

はさま子どもルーム（由布市役所挾間庁舎１階）

　親子で快適に過ごせる空間を大切に、遊びの場を提供して
います。お母さんたちのコミュニティ作りの場としても活用
できます。イベントでは、託児が用意されており、お母さん
たちのふれあいを大切にするものもあります。

●問い合わせ　NPOはさま未来クラブ　☎ 097–583–8220
（水曜日の午後、木曜日は留守番電話になっています）

　　　　　　　子育て支援課　☎ 0977–84–3111

ファミリーサポートセンターとは
　子育てのお手伝いをしたい人（援助会員）と、子育ての手助けをし
てほしい人（依頼会員）との相互援助活動を行う会員組織です。子ど
もの短時間の預かりから、長時間のお世話まで援助会員との相談の上、
支援を受けることができます。

由布市ファミリーサポートセンター援助会員講習会
●日時　３月１１日㈬ 9：30 ～受付　15：30 終了予定
●場所　庄内庁舎２階　健康増進室
●内容・日程

9：30 ～  受付
9：45 ～  オリエンテーション

　10：00 ～ 11：00 乳幼児の救急法につて
　11：10 ～ 12：10 子どもの食事・栄養について
　12：10 ～ 13：00 休憩
　13：00 ～ 14：00 子どもの遊びについて
　14：10 ～ 15：00 子どもの発達について
   ファミリーサポートセンターの活動について
　15：30  終了予定
※講習会の受講、会員登録など詳しくはお問い合わせください。

●申込先・問い合わせ
　子育て支援課（湯布院庁舎）
　☎０９７７－８４－３１１１（内線 302）

子育ても一段落し、自由な時間がある方。子どもが大好きな方。
子育てのお手伝いをしたいという方。

由布市ファミリーサポートセンターの援助会員に登録してみませんか。
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子どもを預かる
ことができる方

子どもを預かって
ほしい方

わかりました！
お待ちしています。

ハイ！どなたか
連絡してみましょう。

子どもの預かりを
お願いします。

子どものしぐさや表情をみて感じるあたたかい気持ち。
子どもの成長を実感して、感動する気持ち。
笑ったり・泣いたり・怒ったり・じゃれあったり、何気なかった日常にたくさんの表情や思い
を与えてくれる子育て。しかし、お父さん・お母さんたちはちょっとした悩みを感じ子育ての
壁にぶつかってしまうときもあります。
そんな子育て家庭が充実感を持って子育てできるよう、社会全体で子育てのあり方について考
えていきましょう。
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子育てを支える心強い味方
　子育てを支え、充実させてくれる支援のひとつに子育て支援センターがあります。
　ここでは、由布市内３ヵ所（挾間地域：宮田保育園内、庄内地域：ひばり保育園内、湯布院地域：すみ
れ保育園内）の子育て支援センターで働く担当者の声を紹介します。
　担当者の話をきく中で、少しでも支援に繋がればという強い思いを感じました。
　センター内だけでなく園児とともにグラウンド等で一緒になって遊べるなど園全体でも支援体制に力を
入れています。
　支援センターの利用は、お父さん・お母さんたちの子育てのあり方、子育てとの向き合い方にきっと良
い影響を与えてくれるでしょう。

子育て支援センター　湯布院地域
山下　文子 先生（左）
麻生　扶美 先生（右）

仲良くできる近所のおばちゃん
そんな空間や雰囲気を

大切にしたい

　近所の集いの場として利用して
もらっていますね。気楽に訪れら
れ、気晴らしができる空間になっ
ています。地域の特性上、転勤で
湯布院にやってきて知り合いがお
らず、不安を抱える中１人で子育
てに奮闘しているお母さんも多く
います。そんなときはぜひ、支援
センターを利用してみてください。
同じ境遇の方や子育ての先輩お母
さんと知り合うことで、不安感や
孤独感が消え笑顔になれますよ。
そして、その笑顔が充実した子育
てに繋がると思います。

子育て支援センター　庄内地域
三浦　由美 先生（左）

清原　紗佑里 先生（右）
麻生　剛志 先生（中央・児童館担当）

子育て支援センター　挾間地域
種具　有香 先生（左）
安東　由希 先生（右）

長田　祐子さん（33）

　　　陽貴くん（ 1 ）

石井　静さん（26）

珠羽ちゃん（3）・羽奈ちゃん（1）

友達づくり・子育ての息抜き
少しでもお母さんたちを

支えたい

　お母さんたちや子どもたちの出
会いの場です。支援センターを利
用することで、知り合いが増えコ
ミュニティ作りが自然と行われて
います。私たちも、アットホーム
な環境作りやイベントの開催等を
行い、仲間の輪を広げてもらえる
ような活動をしています。お母さ
んは、子育てによって小さな悩み
を少しずつ積み重ね、心身ともに
不健康な状態になってしまうこと
があります。仲間を作り、その悩
みをみんなで共有しましょう。きっ
と笑顔になれますよ。

私たち自身も楽しい
たくさんの子どもの

親になった気分

　ほっとする瞬間はありますか？
子育てに少しでも悩んでいるなら、
ぜひお越しください。憩いの場と
してお母さんたちに活用してもら
いたいです。私たち自身の子育て
経験の話、先輩お母さんのアドバ
イス、何気ない雑談、お話とふれ
あいをメインに支援をしていきま
す。支援センターを利用してみた
いけれど、不安と緊張でなかなか
一歩を踏み出せないお母さん。一
度足を運んでみてください。お問
い合わせでも構いません。ほっと
一息できますよ。

子育て支援を実感 －利用したお母さんたちの声－

心のゆとり、ふれあう楽しさ、笑顔、もやもや解決。
利用してみて初めて感じる気持ちがいっぱい。

　健診を受けた際に、支援センターの存在を知りました。利用
したいという気持ちはありましたが、緊張もあってなかなか１
歩が踏み出せませんでした。しかし、１度支援センターを体験
するととても通いやすい空間だと思いました。同じ世代の子ど
もを育てるお母さんたちとのふれあいは、とても良い刺激にな
ります。先生やお母さんたちとお話することや、目の届く範囲
で子ども同士遊んでくれるため、心にゆとりが生まれゆっくり
過ごせます。私と同じように、不安や緊張でなかなか支援セン
ターへ足を運べないというお母さんたちも、安心して利用でき
るサービスだと思います。

　友達の紹介で、今回初めて支援センターを利用しました。実
際に利用してみて、母親も子どももお友達づくりの場として利
用できるので、うれしく感じます。支援センターの先生たちと
のお話は子育ての参考に、また息抜きにもなるのでとても楽し
いです。子どもがだんだんと大きくなり、外で遊ばせたいと思っ
ていても、家の近くに公園がなく思いっきり体を動かす場を用
意してあげられないと思っていました。その点でも、支援セン
ターはとてもありがたいと思います。遊具があるグラウンドで
思う存分遊ばせることもできました。ぜひ次回も利用したいと
考えています。

子育ては－
　子育てに対する想いは人それぞれ。それでも、現代の子育て環境を考えると、大切なキーワードが
見えてきます。

子育ては－支え合い－
　個人から家庭全体へ、家庭から地域全体へ、地域から社会全体へ、それぞれがさまざまな形で子育
てを支え合うことで、充実した子育てが実現できます。
　親は自分の子どもに対して無償の愛情をもっています。だからこそ、子育てに一生懸命です。
　しかし、子どもをみると愛らしいと想う感情は、自分の子どもに限定されたものではないはずです。
　近所で、公園で、通学路で、ふと子どもをみかけその姿や表情に愛らしさを感じます。
　その愛らしいという感情を忘れないでください。お母さんはもちろん、子どものためにも社会全体
で子育てを支え合いましょう。

子育ては－支え愛－

楽しい　難しい　面白い　体力勝負　経験が必要

特集　子育てにほっと一息！
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市政ニュース

由布市人事行政の運営等の状況を公表します
職名別職員数の状況

区　分 1 級 2 級 3・4 級 5 級 6 級 7 級 8 級
合計標準的な職務 主事

主事補 主任 主査 係長 課長補佐
主幹 課長 部長

職員数 62 36 96 46 102 41 11 394
構成比 15.7％ 9.1％ 24.4％ 11.7％ 25.9％ 10.4％ 2.8％ 100％

人件費の状況（平成25年度）
区　分 住民基本台帳人口 歳出額 (A) 人件費 (B) 人件費率 (B/A)
25 年度 35,661 人 17,178,519 千円 3,277,626 千円 19.1％

※人件費には、特別職の給料・報酬も含まれています。

職員給与費の状況（平成25年度一般会計）
区　分 職員数

（A）
給  与  費 1 人当たり給与費

（B/A）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）
25 年度 374 人 1,430,944 千円 236,905 千円 550,314 千円 2,218,163 千円 5,931 千円

※職員手当には、退職手当・子ども手当を含みません。

平均給料月額および平均年齢
区　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 315,734 円 40.5 歳

期末・勤勉手当（平成26年度）
区　分 期末 勤勉

期末・勤勉
手当

6 月期 1.225 月 0.675 月
12 月期 1.375 月 0.825 月

計 2.600 月 1.500 月

特別職の給料・手当
区　分 給料・報酬月額 期末手当
市　長 810,000 円   6 月期　1.425 月

 12 月期　1.475 月
   計　　2.900 月

副市長 657,000 円
教育長 574,000 円
議　長 390,000 円 6 月期　1.425 月

 12 月期　1.475 月
   計　　2.900 月

副議長 350,000 円
議　員 330,000 円

部門別職員数
部門

一般行政 特別行政 普通会計 公営企業等
合計議会 総務 税務 民生 衛生 労働 農林水産 商工 土木 小計 教育 消防 小計 計 水道 下水 その他 小計

職員数 4 86 23 39 24 1 23 8 24 232 58 65 123 355 14 1 24 39 394

職員数の状況
区　分 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27年度（計画）

一般行政職
職員数 337 人 334 人 327 人 327 人 329 人 330 人
増　減 ▲ 3 ▲ 3 ▲ 7 0 2 1

消防職
職員数 61 人 60 人 62 人 62 人 65 人 69 人
増　減 ▲ 4 ▲ 1 2 0 3 4

※増減の数値は前年比

初任給の状況
区　分 大学卒 高校卒

一般行政職 178,800 円 144,500 円

退職手当
区　分 自己都合 定年・早期退職

勤続 20 年 21.62 月分 27.025 月分
勤続 25 年 30.82 月分 36.570 月分
勤続 35 年 43.705 月分 52.440 月分
最高限度額 52.44 月分 52.440 月分

採用の状況
行政職 保健師 幼稚園教諭 消防職 その他 合　計
13 人 — — 4 人 — 17 人

退職の状況（平成25年度）
定　年 早　期 自己都合 その他 合　計
7 人 4 人 1 人 — 12 人

平成26年4月1日現在

平成26年4月1日現在

平成26年4月1日現在

平成26年4月1日現在

平成27年1月1日現在

平成26年4月1日採用

平成26年4月1日現在

各年4月1日現在

　2012年７月９日から、新しい特別永住者制度に変わりました。これにより特別永住者の方
は、住居地の市役所窓口において「外国人登録証明書」から「特別永住者証明書」に切替手
続きをしていただく必要があります。
　なお、お持ちの「外国人登録証明書」は「みなし特別永住者証明書」として有効ですが、
次の有効期限までに切替手続きを行ってください。

●お持ちの外国人登録証明書の有効期限
16歳以上の人(外国人登録証明書の次回確認(切替)申請
期間が平成27年(2015年)７月８日までに到来する人) 平成27年（2015年）7月8日まで

16歳以上の人(外国人登録証明書の次回確認(切替)申請
期間が平成27年(2015年)７月９日以降に到来する人）

外国人登録証明書に記載された
次回確認（切替）申請期間まで

16歳未満の人 16歳の誕生日まで

●申請の際の持ち物
　１.外国人登録証明書　　　２.旅券（お持ちの方のみ） 
　３.顔写真1枚（16歳未満の方は不要です）
　　 ・3ヵ月以内に撮影されたもので、本人が鮮明に写っているもの
　　 ・縦４センチ、横３センチのもの
　　 ・無帽、無背景で正面・肩口まで写っているもの 

●申請できる人
本人 (本人が16歳未満の場合は、同一世帯の親族)。

●申請窓口・問い合わせ
　市民課（庄内）　　　　　　　　　☎097−582−1111（内線151・152）
　地域振興課市民窓口係（挾間）　　☎097−583−1111（内線1239）
　地域振興課市民窓口係（湯布院）　☎0977−84−3111（内線322）

特
別
永
住
者
証
明
書
へ
の
切
り
替
え
に
つ
い
て

　由布市では、市民の皆さんから多くの要望が寄せら
れていました、超高速インターネット環境による情報
通信の格差を是正するため、ＮＴＴ西日本と連携し光
ファイバーによるサービスを順次開始します。

●おおまかなスケジュール
　塚原エリア：４月からサービス開始予定
　庄内エリア：夏ごろサービス開始予定
　時松、阿蘇野、川西エリア：秋ごろサービス開始

●問い合わせ　総合政策課 情報統計係（庄内庁舎）☎097−582−1111(内線222)

●説明会の開催（塚原エリア）
　日時：２月24日㈫ 午後６時から
　場所：塚原自治区公民館
※その他のエリア：サービス開始前に

市報や自治文配でお知らせします。

光ファイバーによる
超高速インターネット
接続環境を整備します
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３
月
は
「
緑
化
推
進
強
化
月
間
」
で

す
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
平
成
26
年
度

春
期
環
境
緑
化
用
樹
木
の
苗
木
配
布
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
当
日
、
緑
の
募
金

活
動
も
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

●
配
布
日　
３
月
５
日
㈭

　
挾
間
庁
舎
：
午
前
11
時
～

　
庄
内
庁
舎
：
午
前
９
時
～

　
湯
布
院
庁
舎
：
午
前
11
時
～

●
配
布
場
所

　
挾
間
庁
舎
・
庄
内
庁
舎
・
湯
布
院
庁

舎※
配
布
本
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

樹
種
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
決
定
後

自
治
文
配
に
て
再
度
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
庄
内
地
域
振
興
課
（
庄
内
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１

 

（
内
線
：
１
１
７
）

　
挾
間
地
域
振
興
課
（
挾
間
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

－
５
８
３

－

１
１
１
１

 

（
内
線
：
１
２
２
４
）

　
環
境
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１

 

（
内
線
：
５
２
２
）

市政ニュース

環
境
緑
化
用
樹
木
の
苗
木
を

配
布
し
ま
す

 

「
え
っ
、
こ
ん
な
に
」
家
に
届
い
た
手
紙
を
見

て
父
は
と
て
も
お
ど
ろ
い
た
。
自
動
車
税
、
土

地
、
家
の
税
、
会
社
の
法
人
税
。
父
の
顔
色
が

変
わ
っ
た
の
が
僕
は
と
て
も
こ
わ
か
っ
た
。
そ

う
い
え
ば
、
小
学
生
の
こ
ろ
に
父
か
ら
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
。
大
人
が
納
税
し
て
い
る
の
で
、

子
供
の
病
院
費
な
ど
が
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。

老
人
も
安
心
し
て
く
ら
せ
る
。
と
言
っ
て
い
た
。

た
し
か
に
納
税
は
大
へ
ん
だ
と
思
う
。

　

い
ろ
い
ろ
節
約
し
て
お
金
を
納
め
る
の
だ
か

ら
。

　

父
は
い
つ
も
、
子
供
の
た
め
、
老
人
の
た
め

だ
か
ら
と
ぶ
つ
ぶ
つ
言
い
な
が
ら
お
金
を
は

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

僕
が
中
学
に
行
け
る
の
も
、
部
活
を
出
来
る

の
も
、
大
人
の
納
税
の
お
か
げ
だ
と
聞
き
ま
し

た
。
日
本
の
全
て
の
家
族
が
幸
せ
に
く
ら
せ
る

た
め
に
納
税
の
ぎ
む
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

お
金
を
た
く
さ
ん
は
ら
え
る
人
は
た
く
さ
ん
。

少
し
し
か
は
ら
え
な
い
人
は
、
少
し
だ
け
、
そ

う
す
る
こ
と
で
日
本
が
平
和
に
な
る
の
で
は
と
、

思
い
ま
す
。
プ
ロ
野
球
の
人
も
た
く
さ
ん
納
税

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
道
路
、
学
校
の

工
事
も
税
に
よ
っ
て
出
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

父
は
建
設
業
な
の
で
、
み
ん
な
の
納
税
の
お

か
げ
で
仕
事
が
で
き
る
と
言
っ
て
ま
し
た
。

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
租
税
教
育
推
進
活
動
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
国
税
庁
お
よ
び
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
共
催
の
も
と
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
を
中
学
生
か
ら
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
庄
内
中
学
校
２
年
生
の
三
重
野
竜
輝
さ
ん
が
由
布
市
長
賞
を
、
庄
内
中
学
校
１
年
生
の
吉
田
妃
花
里
さ
ん
が
由
布
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
納
税
思
想
の
高
揚
と
そ
の
普
及
活
動
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、
挾
間
町
の
田
中
建
次
さ
ん
が
「
平
成
26
年
度
大
分
税
務
署
長
納
税
表
彰
」
を
受
け
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

税
は
、
ぐ
る
ぐ
る
回
り
回
っ
て
み
ん
な
の
生

活
に
も
ど
っ
て
き
て
る
と
思
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
も
税
の
お
か
げ
、
そ
う
考
え
る

と
僕
た
ち
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
税
が
な

い
と
だ
め
な
ん
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

う
ち
の
家
は
、
納
税
が
あ
る
月
は
、
節
約
生
活

に
な
り
ま
す
。
と
て
も
い
や
で
し
た
が
、
父
か

ら
い
ろ
い
ろ
話
を
聞
く
う
ち
に
、
僕
も
が
ま
ん

し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　

う
ち
に
は
、
祖
父
と
祖
母
が
い
ま
す
が
、
二

人
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
な
ら
納
税
が
あ
っ

て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
僕
も
大
人
に
な
っ
た

ら
た
く
さ
ん
納
税
出
来
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。

　

ま
た
、
納
税
に
た
い
し
て
減
税
も
あ
る
と
い

う
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
車
の
エ
コ
カ
ー
減
税
、

住
宅
減
税
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
減
税
が
あ
る

こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
消
費
税
が

８
％
に
上
り
ま
し
た
が
、
父
に
言
わ
せ
る
と
、

ほ
か
の
国
は
、
25
％
と
か
あ
る
み
た
い
で
、
日

本
は
ま
だ
安
い
方
だ
と
言
っ
て
ま
し
た
。
消
費

税
は
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
全
員
が
納
め
る
税
、

ほ
か
の
税
は
大
人
が
納
め
る
税
と
い
う
こ
と
も

あ
ら
た
め
て
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
日

本
が
平
和
に
な
る
た
め
に
は
。
消
費
税
は
？
％

に
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
た

ち
の
子
供
の
た
め
に
も
、
大
人
に
な
っ
た
ら
き

ち
ん
と
納
税
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
税
は
、
環
境
問
題
や
、
経
済
の
解
決

す
る
手
段
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

僕
な
り
に
考
え
て
み
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
働

き
を
す
る
の
が
税
で
あ
り
、
そ
れ
の
解
決
方
法

が
納
税
か
な
と
考
え
ま
し
た
。
税
の
力
が
国
民

一
人
一
人
に
公
平
に
行
き
わ
た
り
、
今
日
、
そ

し
て
未
来
が
よ
り
良
い
も
の
と
な
る
よ
う
、
僕

は
願
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
父
と
節
税
し
て
納
税
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

庄
内
中
学
校　
２
年　
三
重
野　
竜
輝

納
税
の
た
め
に
、
節
約

 

「
介
護
保
険
税
て
知
っ
ち
ょ
る
？
」
母
に
聞
か

れ
て
私
は
な
ん
だ
そ
れ
と
思
っ
た
。
母
の
仕
事

は
ヘ
ル
パ
ー
だ
っ
た
の
で
介
護
保
険
税
の
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
そ
ん
な
税
が
あ
る
こ
と

す
ら
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
母
が
話
し
て
い
る
の

を
聞
い
て
い
て
、
私
も
き
ょ
う
み
を
持
っ
た
の
で

調
べ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
介
護
保
険
税
と
は
、

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に
安
心
し
て
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
四
〇
歳
以
上
す
べ
て

の
人
が
納
め
る
税
で
す
。
四
〇
歳
以
上
は
全
員
納

め
な
い
と
い
け
な
く
て
、
大
変
だ
け
ど
安
心
で
き

る
の
で
、
こ
の
税
は
す
て
き
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

私
は
ほ
か
に
は
ど
ん
な
税
が
あ
る
の
か
気
に

な
っ
た
の
で
調
べ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
私
達
で

も
よ
く
知
っ
て
い
る
消
費
税
や
あ
ま
り
知
ら
な
い

自
動
車
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
私
達
の
周
り
の
ほ

と
ん
ど
の
も
の
に
税
が
か
か
っ
て
い
る
ん
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
た
く
さ
ん
の
税
金
を
ち
ゃ
ん
と
納
め
て

い
て
す
ご
い
な
と
思
っ
た
し
、
税
金
は
何
に
使
わ

れ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
使
い
み
ち
に

つ
い
て
調
べ
て
み
て
、
税
金
は
教
育
費
や
民
生
費
、

災
害
復
旧
費
な
ど
、
私
達
が
く
ら
し
や
す
く
過
ご

す
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

と
く
に
教
育
費
は
私
達
み
た
い
な
生
徒
が
良
い
環

境
で
学
べ
る
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
て
、
感
謝
の
気

持
ち
と
う
れ
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
福

祉
生
活
費
は
、
私
達
も
歳
を
と
っ
た
と
き
に
お
世

話
に
な
る
し
、
体
の
不
自
由
な
人
も
み
ん
な
が
く

ら
し
や
す
く
な
る
の
は
、
と
て
も
い
い
こ
と
だ
な

と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
税
金
の
使
い
道
な
ん
て
考

え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
調
べ
て
み
て
本
当
に

よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。
よ
く
見
て
み
る
と
、

町
の
色
々
な
所
に
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
な

と
実
感
し
ま
し
た
。

　
調
べ
て
い
て
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
お
給
料
か

ら
も
税
を
引
か
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
何
で
だ

ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。
何
か
を
買
っ
た
り
し
た

わ
け
で
も
な
い
の
に
税
は
つ
く
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
で
も
私
達
が
く
ら
し
や
す
く
す
る
た
め

な
ら
し
か
た
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

も
っ
と
深
く
調
べ
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
最
初
、
税
は
い
や
な
も
の
だ
な
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
何
か
を
買
う
と
き
高
く
な
っ
た
り
す

る
か
ら
で
す
。
で
も
今
回
税
金
を
納
め
る
の
は
、

も
し
も
の
時
の
安
心
や
私
達
の
く
ら
し
の
た
め
で
、

と
て
も
大
切
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私

達
の
周
り
に
は
税
金
が
か
か
っ
て
い
る
も
の
や
、

税
金
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
を
知
り
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
子
供
だ
か

ら
税
金
な
ん
て
関
係
な
い
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て

い
た
け
ど
、
教
育
税
な
ど
、
私
達
が
学
ん
だ
り
す

る
た
め
に
と
て
も
大
切
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
『
私
達
が
納
め
た
税
金
で
、
私

達
が
く
ら
し
や
す
く
過
ご
せ
る
よ
う
な
環
境
を

つ
く
る
』
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
す
て
き
で
い
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
の
税
に
対
す
る
思
い
が
、

「
い
や
な
も
の
。
」
か
ら
「
良
い
も
の
。
」
に
変

わ
り
ま
し
た
。
今
回
、
税
の
こ
と
に
つ
い
て
調
べ

る
き
か
い
が
あ
っ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
な
と
思
い

ま
す
。
私
も
大
人
に
な
っ
た
ら
き
ち
ん
と
税
を
納

め
よ
う
と
思
い
ま
す
。

庄
内
中
学
校　
１
年　
吉
田　
妃
花
里

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

　現在、各庁舎において午後５時までの窓口時間を２時間延長して、午後７時まで開庁して
いますが、平成27年４月１日から平成28年３月31日までの各庁舎の開庁曜日が次のように
変更になりますのでお知らせします。

●開庁場所および曜日
　挾 間 庁 舎（月・火曜日）･････ 地域振興課窓口　　　　　☎097−583−1111
　湯布院庁舎（水・木曜日）･････ 地域振興課窓口　　　　　☎0977−84−3111
　庄 内 庁 舎（木・金曜日）･････ 市民課および税務課窓口　☎097−582−1111

窓
口
業
務
時
間
延
長
変
更
の
お
知
ら
せ

 
～
４
月
か
ら
開
庁
曜
日
が
変
わ
り
ま
す
～

●取扱業務
　住民票等に関するもの
　　1.住民票
　　2.住民票記載事項証明
　　3.戸籍謄本・抄本
　　（現在戸籍に限る）
　　4.戸籍の附票

（現在の住所が載っている戸籍の附票のみ）
　　5.印鑑登録
　　6.印鑑登録証明書
　　7.身分証明書

（本人以外は委任状が必要。本籍が由布市となっ
てから３ヵ月以上経過した方のみが対象）

　税等に関するもの
　　1.所得額・課税額証明書
　　2.課税証明書
　　3.評価額証明書（土地・家屋）
　　4.公課証明書（土地・家屋）
　　5.資産証明書
　　6.完納の納税証明書
　　　①納税証明書
　　　②軽自動車税納税証明書
　　　 （車検用のみ） ！7時まで窓口延長

交
通
災
害
共
済
と
は
？

 

「
交
通
事
故
に
よ
る
被
害
か
ら
、
市
民
の
暮
ら
し
を

守
る
た
め
」
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
交
通
事
故
に
よ
る

災
害
を
受
け
た
場
合
に
、
見
舞
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

大
分
県
交
通
災
害
共
済
は
、
営
利
事
業
で
は
な
く
、

１
年
間
３
６
０
円
の
掛
金
で
交
通
事
故
被
災
者
を
助

け
合
う
制
度
で
あ
り
、
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
増
進

に
役
立
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

大
分
県
交
通
災
害
共
済
は
、
大
分
県
交
通
災
害
共

済
組
合
と
県
内
市
町
村
（
大
分
市
・
津
久
見
市
を
除

く
）
が
実
施
す
る
安
心
の
共
済
制
度
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
家
族
全
員
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

●
加
入
方
法

　

自
治
委
員
を
経
由
し
て
加
入
申
込
書
を
配
布
し
て

い
ま
す
。
加
入
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

次
の
申
込
先
へ
掛
金
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
自
治
区
や
班
で
と
り
ま
と
め
を
さ
れ
る

地
域
も
あ
り
ま
す
の
で
、
自
治
委
員
や
班
長
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　
３
月
31
日
㈫

※
４
月
以
降
も
受
け
付
け
ま
す
が
、
共
済
期
間
が
受

付
日
の
翌
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　
庄
内
地
域
振
興
課
（
庄
内
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１
（
内
線
１
１
５
）

　
挾
間
地
域
振
興
課
（
挾
間
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
１
１
１
（
内
線
１
２
２
７
）

　
湯
布
院
地
域
振
興
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

交
通
災
害
共
済
へ
の
加
入
の
ご
案
内

※
原
文
の
ま
ま
掲
載
。

89 2015.2　市報ゆふ 市報ゆふ　2015.2



　
由
布
市
の
教
育
振
興
の
た
め
の
基
本
的
な
計
画
で
あ
り
、
由

布
市
教
育
委
員
会
の
基
本
方
針
で
も
あ
る
由
布
市
教
育
振
興
基

本
計
画
「
『
Ｇ
・
Ｅ
・
Ｎ
・
Ｋ
・
Ｉ
』
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
８
月
下
旬
に
「
由
布
市
教
育
振
興
基
本
計
画
」
検
討
委
員
会

（
山
崎
清
男
委
員
長
【
大
分
大
学
教
授
】
）
に
諮
問
し
、
議
論

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
、
12
月
18
日
に
計
画
案
に
つ

い
て
の
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。
答
申
さ
れ
た
計
画
案
を
も
と
に
、

12
月
25
日
の
定
例
教
育
委
員
会
で
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
の
４
年
間
の
中
長
期
計
画
で
す
。
ま

た
、
「
学
力
・
笑
顔
・
人
間
性
・
健
康
・
活
気
・
知
性
・
生
き
る
力
」
の
頭
文
字
を
と
っ
て
、

「
『
Ｇ
・
Ｅ
・
Ｎ
・
Ｋ
・
Ｉ
』
い
っ
ぱ
い
由
布
市
民
」
を
教
育
委
員
会
の
基
本
理
念
と
し
て
掲

げ
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
概
略
図
に
あ
る
基
本
理
念
に
基
づ
い
て
「
新
た
な
教
育
基
盤
の
形
成
」

な
ど
の
５
つ
の
施
策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
４
年
間
こ
の
計
画
を
も
と
に
教
育
方
針
を

年
度
ご
と
に
定
め
、
由
布
市
の
教
育
の
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
計
画
の
詳
し
い
内
容
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
教
育
総
務
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１
（
内
線
２
３
６
）

 http://w
w

w
.city.yufu.oita.jp

　
こ
の
条
例
は
、
平
成
26
年
１
月
に
制
定
さ
れ
、
市
内
の
重
要
な
自
然
環
境
、
優
れ
た
景
観
等
の
場
所
に
つ
い
て
市
長

が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
事
業
を
行
わ
な
い
よ
う
協
力
を
求
め
る
区
域
と
し
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
つ
い
て
は
、抑
制
区
域
の
原
案
に
つ
い
て
、次
の
日
程
に
よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
へ
公
表
お
よ
び
意
見
募
集
を
行
い
ま
す
。

●
期
間　
３
月
２
日
㈪
～
３
月
16
日
㈪

●
場
所

　
挾
間
庁
舎
２
階　
都
市
・
景
観
推
進
課
／
庄
内
庁
舎
１
階　
庄
内
振
興
局
／
湯
布
院
庁
舎
２
階　
湯
布
院
振
興
局

　
由
布
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 http://w
w

w
.city.yufu.oita.jp

●
主
な
内
容　
条
例
に
係
る
抑
制
区
域
の
原
案

●
抑
制
区
域
予
定
箇
所　
由
布
院
盆
地
内
、
大
分
自
動
車
道
沿
道
、
塚
原
地
区　
等

●
問
い
合
わ
せ　
都
市
・
景
観
推
進
課
（
挾
間
庁
舎
）　
☎
０
９
７

－

５
８
３

－
１
１
１
１

　
沖
縄
に
駐
留
し
て
い
る
米
海
兵
隊
の
実
弾
射
撃
訓
練
が
日
出

生
台
演
習
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
不
安
解
消
や
、
安
全
安
心
確
保
に
努
め
る

た
め
、
平
成
27
年
１
月
20
日
に
庄
内
庁
舎
に
対
策
本
部
、
湯
布

院
庁
舎
に
現
地
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
訓
練
の
詳
細
内
容
な
ど
が
わ
か
り
次
第
、
各
庁
舎

（
挾
間
、
庄
内
、
湯
布
院
）
に
設
置
す
る
掲
示
板
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
滞
在
予
定
期
間　
２
月
下
旬
か
ら
３
月
中
旬

●
射
撃
訓
練
期
間　
３
月
２
日
か
ら
３
月
13
日
ま
で
の
13
日
間

 

（
こ
の
う
ち
、
射
撃
日
数
は
10
日
間
）

●
規
模　
人
員
：
約
２
０
０
人

　
　
　
　
車
両
：
約
６
０
両　
　
　
砲
数
：
６
門

●
訓
練
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
湯
布
院
振
興
局
地
域
振
興
課　
防
衛
施
設
対
策
室

 

（
現
地
対
策
本
部
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

　
水
道
課
で
は
、
水
道
水
の
安
全
確
認
の
た
め
、

水
道
法
に
基
づ
き
毎
月
定
期
的
な
水
質
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
水
道
法
の
施
行
規
則
で
は
、
新
年
度
に
実
施

す
る
水
質
検
査
の
内
容
に
つ
い
て
「
水
質
検
査

計
画
」
を
作
成
し
、
需
要
者
へ
公
表
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、「
平
成
27
年
度
水
質
検
査
計

画
」
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
閲
覧
を
ご
希
望

の
方
は
次
の
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
閲
覧
は
３
月
２
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

●
閲
覧
お
よ
び
問
い
合
わ
せ　

　
水
道
課
（
挾
間
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
３

－

０
０
１
６

　
水
道
課
湯
布
院
水
道
係

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

４
３
８
４

　
庄
内
振
興
局
地
域
振
興
課
水
道
係（
庄
内
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１

湯
布
院
第
１
投
票
区
の
投
票
所
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
湯
布
院

第
１
投
票
区
の
投
票

所
は
由
布
院
小
学
校

体
育
館
で
し
た
が
、

平
成
27
年
４
月
12
日

執
行
予
定
の
大
分
県

知
事
・
県
議
会
議
員

選
挙
か
ら
、
湯
布
院

福
祉
セ
ン
タ
ー
福
祉
相
談
棟
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

●
新
し
い
投
票
所
（
湯
布
院
第
１
投
票
区
）

　
名
称　
湯
布
院
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
祉
相
談
棟

　
住
所　
由
布
市
湯
布
院
町
川
上
２
８
６
３
番
地

大
分
県
議
会
議
員
選
挙
由
布
市
選
挙
区

立
候
補
予
定
者
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　
由
布
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
４
月
12
日
執
行
予

定
の
大
分
県
議
会
議
員
選
挙
由
布
市
選
挙
区
の
立
候
補

予
定
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
（
代
理
の
方
で
も
構

い
ま
せ
ん
）
は
、
必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
３
月
11
日
㈬　
午
後
２
時
か
ら　

●
場
所　
由
布
市
役
所
庄
内
庁
舎　
２
階
中
会
議
室

●
そ
の
他　
当
日
は
、
立
候
補
届
出
に
関
す
る
諸
用
紙

を
配
布
し
ま
す
の
で
、
出
席
さ
れ
る
方
は
印
鑑（
受
領

印
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
庄
内
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１
（
内
線
３
０
８
）

《
物
件
名
お
よ
び
募
集
戸
数
》

【
物
件
名
】
ア
ウ
ル
石
城　
Ｅ

－

２
号　
　
１
戸　

【
所
在
地
】
由
布
市
挾
間
町
来
鉢
36
番
地
６

【
住
宅
の
概
要
】

　
木
造
２
階
建
て　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
１
棟
２
戸
建
て
）

【
入
居
者
資
格
】

　
一
定
以
上
の
所
得
が
必
要
で
す
。

　
所
得
証
明
書
を
基
準
と
し
て
判
定
し
ま
す

【
家
賃
】
月
額 

４
６
，０
０
０
円

　
　
　
　
敷
金 

１
３
８
，０
０
０
円（
家
賃
の
３
ヵ
月
分
）

【
申
込
受
付
期
間
】
２
月
13
日
㈮
～
２
月
27
日
㈮　

　
※
平
日
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
※
な
お
、申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す

《
物
件
名
お
よ
び
募
集
戸
数
》

【
物
件
名
】
市
営
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
挾
間

 

（
旧
雇
用
促
進
住
宅
）
若
干
空
部
屋
あ
り

【
所
在
地
】
由
布
市
挾
間
町
下
市
４
２
４
番
地
２

【
住
宅
の
概
要
】

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
５
階
建
て　
３
Ｄ
Ｋ

【
入
居
者
資
格
】

　
一
定
以
上
の
所
得
が
必
要
で
す
。

　
所
得
証
明
書
を
基
準
と
し
て
判
定
し
ま
す

【
家
賃
】
月
額
４
２
，４
０
０
円

　
　
　
　
敷
金
１
２
７
，２
０
０
円（
家
賃
の
３
ヵ
月
分
）

【
申
込
受
付
期
間
】
随
時
受
付
中

　
※
平
日
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　
建
設
課
用
地
管
理
係
（
挾
間
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
１
１
１（
内
線
１
１
２
４
）

投
票
所
変
更
の
お
知
ら
せ

市
営
特
公
賃
住
宅
の
入
居
者
募
集

由
布
市
教
育
振
興
基
本
計
画

「『
Ｇ
・
Ｅ
・
Ｎ
・
Ｋ
・
Ｉ
』
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た

由
布
市
自
然
環
境
等
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
事
業
と
の

調
和
に
関
す
る
条
例
第
８
条
に
係
る
抑
制
区
域
の
原
案
の
公
表
と
意
見
募
集
に
つ
い
て

米
海
兵
隊
の
実
弾
射
撃
訓
練
の

お
知
ら
せ
（
第
２
報
）

水
質
検
査
計
画
に
つ
い
て

市政ニュース

▲12月18日に行われた検討委員会の様子

「『Ｇ・Ｅ・Ｎ・Ｋ・Ｉ』ビジョン」
概略図

《基本理念》
「Ｇ・Ｅ・Ｎ・Ｋ・Ｉ」いっぱい

由布市民

基本計画（５つの施策）
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む

　
学
校
教
育
の
推
進

人
と
人
、
人
と
地
域
を
つ
な
ぐ

　
社
会
教
育
の
推
進

未
来
の
創
造
を
担
う

　
「
子
ど
も
読
書
活
動
」
の
推
進

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
」
明
る
く
元
気
な

由
布
の
創
造
を
め
ざ
し
て

新たな教育基盤の形成
（教育委員会・事務局）

春
の
火
災
予
防
運
動
週
間　
３
月
１
日
～
３
月
７
日

『
も
う
い
い
か
い　
火
を
消
す
ま
で
は　
ま
あ
だ
だ
よ
』　
防
火
標
語

　
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
と
な
り
ま
す
。
火
災
予
防
に
関
す
る
意
識
を
高
め
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
発
生
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

・
焚
き
火
を
す
る
と
き
は
、
水
バ
ケ
ツ
・
消
火
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
田
の
く
ろ
（
畦
）
を
焼
く
場
合
は
、
消
防
署
に
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
乾
燥
し
た
日
や
風
の
強
い
日
に
は
焚
き
火
、
田
の
く
ろ
焼
き
等
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
十
分
注
意
し
て
、
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
火
災
の
発
生
を
早
く
知
り
、
尊
い
命
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に
も
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を

お
願
い
し
ま
す
。

由布市消防本部　予防課
☎097−583−1500問い合わせ
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　宝くじの公益金を財源とするコミュニティ
事業により新調した神楽用の煌びやかな衣装
や道具等を檪木神楽座員が身にまとい、勇壮
な舞を披露しました。
　代表者の日野眞治さんは、「これまで以上
に神楽を通じた、青少年育成や地域活性化へ
の取り組みとなるよう、伝統芸能を継承し

ていく取り組みを積
極的に行っていきた
い」と話しました。

　１月２０日、挾間町の石城小学校で大分県
中部振興局主催の「移動もりりん教室」が開
催されました。これは森林の大切さや山地災
害の恐ろしさなどを学んでもらうもので、約
３０人の児童が参加。山地災害の様子が映像
で流れると、児童たちは顔を見合わせ驚きの
声をあげました。授業の最後には、森林の機
能や役割などを模型でわかりやすく説明して
もらい、児童たちは興味津々の様子で耳を傾
けていました。

山
の
働
き
を
学
ぶ
１
日

牛
馬
の
安
全
と
健
康
を
願
い

教

大

室

祭

伝
統
芸
能
を
広
め
、

継
承
し
て
い
く
た
め
に

温
泉
の
恵
み
に
感
謝

～
第
６
回
由
布
院
温
泉
感
謝
祭
～

神

祭

楽

り
　１月１２日、「第６回由布院温泉感謝祭」
が湯布院町の乙丸公民館ふれあい広場で開催
されました。このお祭りは観光客や地元の人
たちに感謝の気持ちを伝えようと、由布院温
泉旅館組合の主催で始まったもので、当日は
かっぽ酒やぜんざいなどの食事の振る舞いや
餅まき、庄内子供神楽座による公演など多彩
な催しが行われ、多くの人でにぎわいました。

　１月１３日から１５日にかけて、挾間町篠
原の大将軍神社で春の大祭が行われました。
初日の神事では挾間町の畜産農家が牛３頭を
引き、地元住民と関係者とともに無病息災と
牛馬の安全や健康を願い参拝。その後、餅ま
きや庄内町の櫟木神楽座による安全などを祈
る優雅な舞が行われ、境内は多くの人でにぎ
わいました。

　１月４日に１００歳を迎えた佐藤静子さんをお祝いす
るため、庄内町高岡の「ひだまり荘」に首藤市長が訪
れました。佐藤さんは米国生まれで、宮崎県の親戚に預
けられ１８歳ごろに結婚。夫の転勤に伴い、名古屋市で
３０年ほど過ごしました。趣味は大正琴で、９７歳まで
続けていたとのこと。長寿の秘訣は気持ちを明るくもつ
ことだそうです。１００歳おめでとうございます。

　１月９日、首藤市長が庄内町西の「グループリビング
せいなん」を訪れ、１００歳を迎える三宮キミさんをお
祝いしました。首藤市長の「これからも長生きしてくだ
さいね」との声かけには、しっかりとうなずいて答えま
した。以前から歌うことが好きで、百人一首も良く覚え
ており、施設の文化祭等で披露していたという三宮さん。
１００歳おめでとうございます。

　１月２７日、１００歳を迎えた陣内ハツノさんのお祝
のため、首藤市長が湯布院町川南のご自宅を訪れました。
陣内さんは福岡県博多出身で、結婚を機に佐賀県で農家
を営みました。その後、温泉のある土地柄を気に入り湯
布院へ移り住みました。趣味はゲートボールで、７０代
から２０年以上続けており全国大会の出場経験もある腕
前。長寿の秘訣は、好き嫌いなく食べ規則正しい生活を
送ることだそうです。本当におめでとうございます。

ゆーふー主任のまちかどズームアップ

　総務省消防庁から由布市へ、災害時の対応
能力向上を図るため「救助資機材搭載型小型
動力ポンプ積載車」が無償で貸し付けされま
した。これを受けて、１月８日に市消防団湯
布院方面隊第５分団への車両の引渡式が庄内
庁舎で行われました。この車両は火災時の消
火活動のほか、救助活動に必要な資機材が登
載されており、災害時の活用が期待されます。

今
後
の
救
助
活
動
に
期
待
！

～
消
防
団
車
両
引
渡
式
～

新
年
を
迎
え
て

貸 親
与 睦

１
０
０
歳
の
お
祝
い

長寿

　１月５日、はさま未来館で「平成２７年由
布市新春互礼会」が商工会を事務局として開
催されました。当日は約２００人が出席し、
新年のあいさつを交わし合いました。首藤市
長が「今年は合併１０周年をはじめ多くの事
業があります。皆さんと力を合わせ由布市の
発展に尽くしたい」とあいさつ。その後農木
寿郎大分南警察署長が乾杯を行い、ステージ
上でははさま里唄保存会による、唄や舞が披
露されました。会の最後は、江藤清志県議会
議員の万歳三唱で締めくくられました。

きらり輝く☆すこやかライフ　受講してみませんか？
◎きらり輝く☆すこやかライフって？
　子育てに役立つ講座を行っています。

「少し自分の時間を作りたいな…」と思っ
ている方はいませんか？講座の間には、
託児保育も行ってますので安心して受講
することができます♪
　今回のテーマは、「ティラピス」です。
ティラピスとは、ヨガに似たエクササイ
ズです。体全体のバランスを整えイン
ナーマッスル、コアマッスルを強化する
ことによって人間がもともと持っている
自然治癒力を向上させます。

挾間地域　（挾間公民館）　３月12日㈭ 午前10時～正午
庄内地域　（庄内公民館）　３月19日㈭ 午前10時～正午
湯布院地域（湯布院公民館）３月26日㈭ 午前10時～正午

受講を希望する公民館に電話してください。
■申込先電話番号　湯布院公民館　☎0977－84－2604
　　　　　　　　　庄内公民館　　☎097－582－0214
　　　　　　　　　挾間公民館　　☎097－583－1118
■申込締切…３月２日㈪　　　

開催日時（場所）

申込方法
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第９回 大分県スポーツ
少年団交流バドミントン大会
　１月12日、大
原総合体育館で
「第９回大分県
スポーツ少年団
交流バドミント
ン大会」が行わ
れました。
●小学５年女子の部　優勝（敬称略）
　大神　歩（由布川ジュニアバドミントン）

挾間町少年少女スポーツ団交流駅伝大会
　１月18日、「第26回挾間町少年少女スポーツ団交流駅伝大
会」が挾間町上原サッカー場から大分県消防学校グラウンドの
間で開催され、10区間14.44kmを由布市内外から参加した20
チーム（総勢200人）で健脚を競いました。
●総合の部
　優勝-鴛野陸上クラブＡ
　準優勝-滝尾陸上クラブＡ
　第３位-滝尾陸上クラブＣ
●挾間町少年少女スポーツ団の部
　優勝-挾間陸上クラブＣ
　準優勝-挾間ドリームズＡ
　第３位-挾間陸上クラブＡ
●女子の部
　優勝-滝尾陸上クラブＣ
　準優勝-挾間陸上クラブＣ
　第３位-滝尾陸上クラブＤ

　１月２５日、大分市にあるパークプレイス大分店内のセンターステー
ジで、スポーツオーソリティプレゼンツ「ヴェルスパ大分新体制お披露
目＆抽選会」が開催されました。多くのサポーターが集まり、選手のトークショーやサイン会、抽選会な
どを楽しみました。１７人の新規加入選手を迎え、監督は「このメンバーで優勝を目指したい」と決意表明。
ヴェルスパの今季開幕戦は、３月８日㈰ vs MIO びわこ滋賀。優勝目指して、頑張れ！ヴェルスパ大分！

頑張れ
！

ヴェル
スパ大

分！

新体制お披露目＆抽選会開催

▶ Facebook　https://www.facebook.com/verspah
　また、チームのホームページもぜひご覧ください。 http://verspah.jp/

平成２６年度 第１０回 由布市柔道選手権大会
　１月12日、挾間中
学校武道場において、
「平成26年度第10回
由布市柔道選手権大
会」が開催され、総
勢179人の柔道家が
参加しました。今年
は第10回の記念大会
と、昨年11月に新設
された挾間中学校武
道場のこけら落としを併せての開催で、例年より多くの参加者
が集まり熱戦を繰り広げました。
●各階級優勝者（敬称略）
　小学校１・２年生男子の部　板山敦郎（錬徳館道場）
　小学校１・２年生女子の部　大塚心和（尚武館田崎道場）
　小学校３・４年生男子の部　伊野崇登（自勝舘）
　小学校３・４年生女子の部　高木葉月（自勝舘）
　小学校５・６年生男子の部　今村天翔（真道館）
　小学校５・６年生女子の部　高木水月（自勝舘）
　中学生男子の部　上木　陸（三重中学校）
　中学生女子の部　羽田野 真尋（三重中学校）
　一般男子の部　　江藤大介（南大分中学校教員）
　一般女子の部　　梶原真夏（挾間町柔道部）

ゆふスポ！まちのスポーツ情報

由布市体育協会主催

挾間町少年少女スポーツ団主催
▲駅伝終了後の個人記録会の様子

健康ナビ

健康マイレージの締切迫ってます（３月２日まで！）

★マイレージを１万ポイント以上ためると、次の特典に応募することができます。
●応募特典

①先着1500人に1000円相当の商品券
（お１人さま１口限り。何口応募されて
も 1000 円のみです）。

②抽選で100人に10000円相当の商品券
（１万ポイントを１口として何口でも応募
できます）。

●応募受付期間　３月２日㈪まで ※ポイント付与は２月28日㈯まで
●受付場所　挾間地域振興課・庄内地域振興課・健康増進課（湯布院庁舎）
●問い合わせ　健康増進課（湯布院庁舎）☎0977−84−3111（内線361）

さらに

麻しん風しん混合(ＭＲ)
ワクチンの接種はお済みですか？

おたふくかぜワクチン
予防接種についてのお知らせ

　はしか（麻しん）は
感染力が大変強い感染
症です。
　自分が感染しないた
めだけでなく、家族や
学校など身近な周囲へ感染を広げな
いためにも予防接種が有効です。
（平成26年度の対象者）
　第1期：生後12ヵ月以上24ヵ月未満の方
　第2期：小学校入学前の1年間

「Ｈ20.4.2～Ｈ21.4.1生」
　第２期の方の接種期間は2015年3月31日
までです。
　早めに接種をしましょう。
●問い合わせ　健康増進課（湯布院庁舎）
　☎0977−84−3111（内線365）

　今年度おたふくかぜワクチンの予防接種の
対象は１歳以上６歳未満ですが、27年度以
降助成を行う場合３歳未満となります。
　３歳以上６歳未満の方が無料で予防接種を
受けられるのは、平成27年３月31日までで
す。
　予防接種のご希望がある方は早めに接種し
てください。
おたふくかぜワクチン予防接種は任意の予防
接種です
●自己負担金　無料　　●助成回数　１回

　高齢者の肺炎の中で、最も頻度の高い
「肺炎球菌」という細菌感染を予防するワ
クチンです。接種により、肺炎球菌による
肺炎の８割を予防できるといわれています。
肺炎のすべてを予防するワクチンではあり
ませんが、接種することで、重症化防止な
どの効果が期待できます。接種の副反応と
して、接種部位の発赤、腫れ、発熱等があ
らわれることがありますので主治医とよく
相談してください。
●接種費用について
　市の費用助成により、3,500円で接種でき
ます。
 （生活保護世帯に該当する方は無料です）
●平成26年度の対象者は
　平成26年度に65歳、70歳、75歳、80歳、
85歳、90歳、95歳、100歳以上となる方が
対象です。

　対象の方には通知を送付しています。
※なお、過去に接種したことがある方は、

対象となりません。
※平成26年度対象の方は３月31日まで接種

が可能です。
　４月１日からは対象ではなくなるのでお
早めの接種をお勧めします。
　予防接種の受け方、接種を行う医療機関
などは、次の問い合わせ先までご相談くだ
さい。
●問い合わせ
　健康増進課健康増進係（湯布院庁舎）
　☎0977−84−3111（内線365）

早めに
接種しま
しょう！

接種の際
接種券が必要

です！高齢者肺炎球菌
ワクチンの接種はお済みですか

スポーツ安全保険に
加入しませんか？
　スポーツ安全保険は、スポーツ・文
化・ボランティア・地域・指導活動な
どを行う５人以上のアマチュア団体や
グループを対象にした保険です。
　グループが安心して活動ができるよ
うに、みんなで加入しましょう。
（受付期間）
　３月２日㈪～平成28年３月30日㈬
（保険期間）
　４月１日㈬～平成28年３月31日㈭
※加入依頼書は、スポーツ振興課（湯

布院Ｂ＆Ｇ海洋センター内）および
各公民館に設置しています。

●問い合わせ
　スポーツ振興課
 （湯布院Ｂ＆Ｇ海洋センター内）
　☎0977−84−3111（内線553）
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健康ナビ

　運動・食事を中心に生活習慣改善の基本を確認し、ご自身の運動と食
事のバランスを振り返る機会です。ぜひご参加ください♪

会場 開催日 時間
庄内保健センター 平成27年２月17日㈫

9：00～12：00
はさま未来館健康センター 平成27年２月24日㈫

＜内容＞
１．運動実践講義：エネルギーを消費するために効率の良い運動を学び

ます。心拍数を確認しながら実際にストレッチや運動を行います。
２．食事実践講義：メタボ改善に適した食品を学びます。
　　普段口にしているお菓子やジュースの砂糖量も知ることができ、ご

自身やご家族の食生活の振り返りができます。
●参加費　無料
●健康マイレージ　500ポイント
●持ち物　運動のできる服装、運動靴（挾間は室内用運動靴）、水分補給のための飲み物
●申込先・問い合わせ
　各会場の定員は30人です。参加される方は申し込みが必要ですのでお早めにご連絡ください。
　庄内地区（庄内保健センター）☎097–582–1111（内線500）　
　挾間地区（挾間健康センター）☎097–583–1111（内線2120）

　由布市では、市民の皆さん一人ひとりが「健康づくり」について考
え、家庭や地域で共に支えあうことのできるまちを目指しアンケート
調査を実施し、市民の方２０００人に回答いただきました。
　その内容を一部ご紹介します。

　これらの結果を活用し、由布いきいきプランを作成していきます。
　２月１１日の健康立市推進大会でも結果をご紹介します。

朝食をほとんど食べていない人
小・中・高校生・成人
ともに改善しています

夜９時以降に食事をよくする人
21.6％

▼
23.2％に増えている

一緒に運動する仲間がいる人
46.3％

▼
41.8％に減っている

自分の適正体重を知っている人
85.7％

▼
75.1％に減っている

栄養

運動

ご自身やご家族のメタボが気になっている方・・・

健康バランス教室を開催します！！

第２期由布いきいきプランを作成しています

　健康増進計画・食育推進計画・母子保健計画

■ 湯布院
３/ 5㈭ ３歳児健診

（１３：００～１３：１５受付 ゆふいん子育て支援センター）

肝炎患者と家族のわかちあい交流会
（肝炎患者ピアサポートのご案内）

こころの市民講演会

心の相談

　ひとりで悩まないで！みんなで分かち合
いませんか？
●日時　３月８日㈰ 午前10時～
　　　 （90分程度）
●場所　由布市社会福祉協議会庄内事務所
　　　　ほのぼのプラザ　相談室２
　　　 （庄内町庄内原365番地１）
●参加費　無料
●問い合わせ　NPO法人　共に生きる
　☎097–553–0702

●日時　３月３日㈫
　　　　午後１時30分～午後３時
●場所　由布市社会福祉協議会
　　　　湯布院事務所会議室
●テーマ　人間関係で悩まないために（仮題）
　　　　　～ストレスをため込まない

コミュニケーション～
●講師　別府大学文学部人間関係学科
　　　　教授　大嶋　美登子　氏
●問い合わせ　健康増進課（湯布院庁舎）
　☎0977–84–3111（内線361）

休日当番医 健康カレンダー

■ 内科・外科医
2/15 宮崎医院（庄）

☎097-582-0345
2/22 川崎内科（挾）

☎097-583-5211
3/ 1 おざきホームケアクリニック（庄）

☎097-582-0013
3/ 8 佐藤医院（庄）

☎097-582-3131
3/15 南由布クリニック（湯）

☎0977-85-5245
3/21 さとう消化器・大腸肛門クリニック（挾）

☎097-583-8050
3/22 秋吉医院（湯）

☎0977-86-2241

■ 歯科医

３/ 8 小野歯科医院（庄）
☎097-582-2200

■ 挾間
２/12㈭ ３歳児健診

（13：15 ～ 14：00 受付 挾間健康センター）
２/25㈬ １０～１１ヵ月児健診

（13：15 ～14：00 受付 挾間健康センター）
３/ 4㈬ １歳６ヵ月児健診

（１３：１５～１４：００受付 挾間健康センター）

ちびっこ広場（９：30～11：30 挾間健康センター）
２月13日・20日・27日、３月6日・13日

■ 庄内
３/13㈮ 幼児健診

（１３：１５～１３：４５受付 庄内保健センター）

●日時　２月27日㈮ 午前10時～正午 （要予約）
　※精神科医師・保健師が対応
●相談場所・問い合わせ
　中部保健所由布保健部　☎097–582–0660

●日時　３月13日㈮ ※要予約
　面接相談　午後１時～午後２時30分
　電話相談　午後３時～午後４時30分
●相談場所・問い合わせ
　健康増進課（湯布院庁舎）　☎ 0977–84–3111（内線 361）

臨床心理士会による

こころの健康電話相談
　心配ごとや悩みごとをかかえている方、
ひとりで悩んでいませんか？
　経験豊かな臨床心理士がお話を伺います。
●日時　３月１日㈰午前９時～午後５時
●電話番号　☎097–549–3505
　　　　　　☎097–549–3506
●問い合わせ　大分県臨床心理士会事務局

ウォーキングのレベル
がわかった。考えてい
たよりもスピードが必
要だった。

昨年９月参加者の感想

アンケート調査に
ご協力いただき

ありがとうございました。

皆さん朝ごはんを
食べるようになりましたね。

夜遅い時間帯の食事は副交感神経の働きで、
食べ物の消化・吸収が昼間よりも良くなり、
食べ過ぎは肥満になりやすいですよ。

適正体重＝（身長ｍ）２×２２
ＢＭＩ指数＝（体重Ｋｇ）÷（身長ｍ）２

ＢＭＩ指数22の時が最も病気になりにくい
と言われています。

Ｈ２４年度の国保特
定健 診を受けた人
のうち４人に１人は、
メタボ該当者でした。

（県内２番目に多い）

１日30分以上の運動を
週３回以上している人

22.2％
▼

21.5％に減っている

食事時間や運動不足が影響
しているのでしょうか？
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２月のカレンダー＜3館共通＞
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

３月の休館日
2日㈪･9日㈪･16日㈪･21日㈷･23日㈪
30日㈪･31日㈫

『ラスト・ワン』
金子　達仁　著

郷土資料　782.3／ナ

『地図博士になろう！』
梅澤　真一　監修

しらべ学習　448／チ

『世界の野生ネコ』
今泉　忠明　監修
一般　489.5／セ

今
月
の
お
す
す
め

PICK UP!

第
８
回　
後
藤
楢
根
記
念　

「
な
ら
ね
っ
子
ま
つ
り
」

日
時　
３
月
28
日
㈯ 

午
前
10
時
～

場
所　
は
さ
ま
未
来
館

　
児
童
文
化
活
動
に
生
涯
を
捧
げ
た

後
藤
楢
根
（
明
治
４
１
年
～
平
成
４

年
）を
顕
彰
す
る
後
藤
楢
根
記
念「
な

ら
ね
っ
子
ま
つ
り
」
が
今
年
で
８
回

目
を
迎
え
ま
す
。
由
布
市
が
「
児
童

文
化
の
花
咲
く
ま
ち
」
と
な
る
こ
と

を
願
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族
皆
さ
ん
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

由
布
市
立
図
書
館・庄
内
図
書
館・湯
布
院
図
書
館

蔵
書
点
検
が
始
ま
り
ま
す

２
月
19
日
㈭
～
２
月
28
日
㈯

　
期
間
中
、
蔵
書
点
検
の
た
め
休
館

と
な
り
ま
す
。

■
返
却
日
を
過
ぎ
た
本
を
お
持
ち
の

方
は
、
２
月
18
日
㈬
ま
で
に
必
ず

ご
返
却
く
だ
さ
い
。

■
休
館
中
に
本
を
返
却
す
る
場
合
は
、

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
（
大
分
県
立
図
書
館
な
ど
他
館

の
本
・
紙
芝
居
・
付
録
の
Ｃ
Ｄ
類
・

雑
誌
の
返
却
は
出
来
ま
せ
ん
）。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
（
蔵

書
検
索
・
予
約
・
ご
利
用
状
況
参

照
な
ど
）
は
、
通
常
ど
お
り
ご
利

用
で
き
ま
す
。

　
３
月
１
日
か
ら
通
常
ど
お
り
開
館

し
ま
す
。

　
期
間
中
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

お
は
な
し
会

●
由
布
市
立
図
書
館〈
毎
月
第
３
水
曜
日
〉

　
2
月
18
日
㈬
・
3
月
18
日
㈬

●
庄
内
図
書
館
〈
毎
月
第
３
日
曜
日
〉

　
2
月
15
日
㈰
・
3
月
15
日
㈰

2
月
テ
ー
マ
展
示

●
由
布
市
立
図
書
館

　
「
バ
レ
ン
タ
イ
ン　
―
大
切
な
人
へ
―
」

●
庄
内
図
書
館

　
一
般
「
幕
末
」

　
（
２
月
12
日
～
３
月
30
日
）

　
児
童
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

●
湯
布
院
図
書
館

　
一
般･

児
童
「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
」

　
特
別
展
示｢

い
も
と　
よ
う
こ｣

由
布
市
立
図
書
館 

2
月
企
画
展
示

「
み
ん
な
で
考
え
よ
う
！

図
書
館
で
の
マ
ナ
ー
」

　

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
の
図
書
館
利
用
、

出
来
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
ア
メ
や
ガ

ム
を
食
べ
た
り
、
図
書
館
の
中
を
走
っ

た
り
、
本
を
濡
ら
し
た
り
、
汚
し
て
し

ま
っ
た
り
…
。
皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く

図
書
館
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
2
月
18
日
㈬
ま
で

新着図書一覧
分　類 書　　名 分　類 書　　名

挾　
間

一般 289.1 ヨ 吉田松陰　－異端のリーダー－

挾　
間

郷土 H913.6 オ 九年前の祈り　
一般 367.2 ジ 女性たちの貧困　－“新たな連鎖”の衝撃－ 健康 S490.4 サ 医師の一分
一般 501.8 リ ２０４０年の新世界　－３Ｄプリンタの衝撃－ 健康 S493.8 イ 感染症の世界史　
一般 913.6 シ 風のベーコンサンド　－高原カフェ日誌－　　　 くらし 596.4 ヨ 弁当パフォーマーまさきちの弁当ごよみ十二ヵ月
一般 933.7 マ 不思議な尻尾 くらし 596.7 セ 世界のホットドリンクレシピ
文庫本 B914.6 ア 時をかけるゆとり 絵本 E ド どうするジョージ！
趣味娯楽 P780.1 ヨ よくわかるスポーツ貧血　－貧血は身近なスポーツ障害－ 絵本 E ネ ねこざかなとイッカクくん
湾曲 159 サ 「ズルさ」のすすめ　－いまを生き抜く極意－ 児童 550 ス 進化する船のしくみ
ヤング Y913 ア ゆめみの駅遺失物係 しらべ学習 185 コ これだけは知っておきたい教科書に出てくる日本の寺院

庄
内

一般 114.2 ヨ 日本人はどう死ぬべきか？ 湯
布
院

一般 918 ニ 日本文学全集０１　古事記
一般 913.6 ア キャプテンサンダーボルト 子育て 379.9 シ 頭のいい子が育つパパの習慣

小野 正嗣
里見 清一
 石　弘之

クリス・ホートン
わたなべ　ゆういち

鈴木　和夫

清水　克彦

湯布院図書館 庄内図書館 由布市立図書館

DEAR
図書館だより

—2015.2—

　古代から、現代
の最新技術を用い
た地図、さらに宇
宙の地図まで、地
図の歴史や、活用
法を多数紹介して
います。

　 標 高 6 0 0 0
メートルの山岳
地帯に生きるユ
キヒョウやヒグ
マも倒すネコ科
最大のシベリア
トラなど全38
種を大公開！

　由布市出身、義
足のアスリート中
西麻耶さんの壮絶
な生きざまが記さ
れています。とて
も衝撃的な内容で
す。

由布市立図書館 〒879-5506 由布市挾間町挾間104番地1（はさま未来館2階・3階）☎097-586-3150
火～金 午前10時～午後６時／土・日 午前10時～午後５時

庄内図書館 〒879-5406 由布市庄内町西長宝412-1 （庄内公民館1階） ☎097-582-0214
火～日 午前９時～午後５時

湯布院図書館 〒879-5102 由布市湯布院町川上3758-1（湯布院公民館2階） ☎0977-84-2604
火～金 午前10時～午後６時／土・日 午前10時～午後５時

休館日＜3館共通＞ 毎週月曜日・毎月最終火曜日・祝日・年末年始
http://www.c i ty .yufu .o i ta . jp/ l ibrary/　  h_tosho@city .yufu .o i ta . jp

津本　陽

柴田 よしき
マーガレット・マーヒー

朝井 リョウ

佐藤　優
安東 みきえ

養老 孟司・隈 研吾
阿部 和重・伊坂 幸太郎

く ら し インフォメーション

相
談

２
月
は
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す

か
月
間
で
す

●
期
間　
２
月
１
日
～
２
月
28
日

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

●
相
談
窓
口　
各
司
法
書
士
事
務
所

●
相
談
内
容　
遺
産
分
割
、
遺
言
、
相

続
分
な
ど
相
続
に
ま
つ
わ
る
問
題
と

登
記
手
続
き

※
期
間
中
の
相
談
は
無
料
で
す
。

問
大
分
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
９
７

－

５
３
２

－

７
５
７
９

民
事
介
入
暴
力
集
中
相
談
所

　
暴
力
団
等
が
関
係
し
た
被
害
や
不
当

な
要
求
な
ど
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、

弁
護
士
等
が
面
接
ま
た
は
電
話
に
よ
る

無
料
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　
２
月
19
日
㈭

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
場
所　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

　
３
０
５
会
議
室
（
大
分
市
府
内
町
）

●
相
談
電
話

　
☎
０
９
７

－

５
３
８

－
４
７
０
４

問
暴
力
追
放
大
分
県
民
会
議

　
☎
０
９
７

－
５
３
８

－

４
７
０
４

多
重
債
務
等
無
料
相
談
会

●
日
時　
３
月
４
日
㈬

　
午
後
６
時
～
午
後
９
時

●
会
場　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
３
階

　
（
大
分
市
府
内
町
）

●
内
容

法
律
相
談
：
多
重
債
務
、
家
庭
問
題
、

自
死
遺
族
の
法
律
相
談
等

こ
こ
ろ
の
相
談
：
心
身
の
不
調
、ギ
ャ

ン
ブ
ル
依
存
症
等
の
精
神
疾
患
の
相

談
、
自
死
遺
族
の
こ
こ
ろ
の
問
題

※
法
律
相
談
終
了
後
、
ご
希
望
の
方
は

こ
こ
ろ
の
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
申
込
方
法　
事
前
予
約
制

　
定
員
12
人
（
先
着
順
）

●
受
付
期
間　
３
月
３
日
㈫
ま
で

申
込
先
・
問
法
テ
ラ
ス
大
分

　
☎
０
５
０

－

３
３
８
３

－
５
５
２
０

募
集

平
成
27
年
度
大
分
県
立
農
業
大
学

校
学
生
２
次
募
集

●
募
集
学
科　
総
合
農
産
課
花
き
コ
ー

ス
・
総
合
畜
産
課

●
募
集
定
員　
若
干
名

●
受
付
期
間

　
２
月
20
日
㈮
～
３
月
13
日
㈮
必
着

●
試
験
日　
３
月
19
日
㈭

●
試
験
方
法

　
筆
記
試
験
お
よ
び
面
接
試
験

●
資
格
取
得　
短
大
卒
相
当
、
４
年
制

大
学
へ
の
編
入
学
資
格
、
各
種
免
許

取
得
可
能

問
大
分
県
立
農
業
大
学
校

　
教
務
・
学
生
課

　
☎
０
９
７
４

－

２
２

－

７
５
８
１

 http://w
w

w
.pref.oita.jp/

site/140/

第
３
回
市
民
公
開
講
座

●
日
時　
３
月
19
日
㈭　
午
後
３
時
～

午
後
４
時
（
参
加
費
無
料
）  

●
受
付　
午
後
２
時
30
分
～

●
場
所　
湯
布
院
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室　
（
湯
布
院
健
康
温
泉
館
横
） 

●
講
演
内
容
「
立
て
な
い
歩
け
な
い
を

回
避
す
る
た
め
に 

～
あ
し
の
し
び

れ
の
原
因
は
？
～
」 

「
あ
し
の
し
び
れ
へ
の
対
応
と
生
活
の

工
夫
」 

問
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
湯
布
院
病
院　
地
域
連
携
室

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

５
２
７
７【
直
通
】

第
４
回
八
方
塾

（
大
分
大
学
病
院
市
民
公
開
講
座
）

　
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
日
時　
３
月
11
日
㈬

　
午
後
６
時
～
午
後
７
時

●
場
所　
大
分
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　
玄
関
ホ
ー
ル

●
テ
ー
マ　
慢
性
の
息
切
れ

問
大
分
大
学
医
学
部
医
事
課
患
者
サ
ー

ビ
ス
係
（
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

☎
０
９
７

－

５
８
６

－

５
４
３
０

畜
産
後
継
者
養
成
研
修

研
修
生
募
集

●
研
修
期
間　
４
月
か
ら
平
成
28
年
３

月
ま
で
の
１
年
間

●
募
集
対
象　
将
来
、
畜
産
経
営
を
志

す
新
規
学
卒
者
も
し
く
は
社
会
人
経

験
者
等

●
募
集
定
員　
５
人
（
性
別
不
問
）

●
受
付
期
間　
３
月
15
日
㈰
ま
で

●
応
募
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

募
集
要
項
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
履

歴
書
お
よ
び
推
薦
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
大
分
県
畜
産
研
修
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

●
選
考
日
等　
募
集
を
受
付
次
第
、
随

時
面
接
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

問
大
分
県
畜
産
研
修
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
４

－

７
６

－

１
２
１
４

 http://w
w

w
.pref.oita.jp/so

shiki/15403/h27bosyu.htm
l

耳
の
日
無
料
相
談
会

市
民
公
開
講
座

●
日
時　
３
月
８
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

●
場
所　
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分 

２
０
１

　
・
２
０
２
会
議
室
（
大
分
市
金
池
南
）

●
内
容　

難
聴
に
つ
い
て
の
講
演
と
み

み
、は
な
、の
ど
を
中
心
と
し
た
相
談

●
相
談
医　
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
専

門
医

問
大
分
大
学
医
学
部
耳
鼻
咽
喉
科
学
教

室
内
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
大
分
県

地
方
部
会

　
☎
０
９
７

－

５
８
６

－

５
９
１
３

お
知
ら
せ
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由布市青少年健全育成
市民会議交流研修会の
開催について

　子育て中の保護者の方、地域育成活動に従事
する方等必見必聴です！
　由布市教育委員会、由布市青少年健全育成市
民会議では、青少年育成活動の向上と、地域間
交流を目的に、交流研修会を下記のとおり開催
します。
　今回は、社会問題化しつつある、〝情報媒体
と子どもたち〟に焦点を当て、ハイパーネット
ワーク社会研究所　七條麻衣子研究員による講
話「これからの情報社会を歩いていく子どもた
ち」を行います。
　大人として社会として、どう考えて何ができ
るのか。問題はどこにあるのか。
　まずは現状を知ることから始めてみませんか。
●日時　2 月 28 日㈯ 午前 10 時から
●場所　はさま未来館大研修室
　参加は自由、入場料等はありません。ふるっ
ての参加をお待ちしています。
●問い合わせ　社会教育課（湯布院公民館内）
　☎ 0977–84–2604

　

市
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
分
で
受

け
付
け
て
い
る
最
新
の
求
人
情
報
（
主

な
就
業
場
所
が
由
布
市
・
大
分
市
）
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
原
則
、
毎
週
金
曜

日
以
降
の
更
新
と
な
り
ま
す
。

　

求
人
情
報
紙
を
各
庁
舎
の
「
週
刊
求

人
情
報
」
コ
ー
ナ
ー
に
備
え
付
け
て
お

り
、
ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け

ま
す
。
掲
載
し
て
い
る
仕
事
の
詳
し
い

内
容
を
知
り
た
い
方
、
面
接
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
分
の
紹

介
窓
口
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
備
付
場
所　
挾
間
庁
舎
・
庄
内
庁
舎
・
湯
布
院
庁
舎
の
各
庁
舎
ロ
ビ
ー

●
問
い
合
わ
せ　
商
工
観
光
課
商
工
労
働
係
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１
（
内
線
５
１
２
）

く ら し インフォメーション

　挾間・庄内・湯布院の各公民館では、次の日程で
初級パソコン教室を開催します。新しい春に向けて、
ワードとエクセルの基礎から学んでみませんか？
　各教室とも、定員は各 10 人、学級費は 2,000 円

（別途、教材費が 500 円程度必要）です。また、応
募人員が定員を超えた場合は、抽選となります。詳
しくは、各公民館へお問い合わせください。
●申込期限　２月 27 日㈮
　※ パソコンは、公民館で準備します。
＜挾間公民館（はさま未来館）＞
　☎ 097–583–1118

午前コース ３月２３日㈪～２７日㈮
毎日午前９時～正午の５回コース

夜間コース ３月２３日㈪～２７日㈮
毎日午後６時30分～午後９時30分の５回コース

＜庄内公民館＞
　☎ 097–582–0214

午前コース ３月９日㈪～１３日㈮
毎日午前９時～正午の５回コース

＜湯布院公民館＞
　☎ 0977–84–2604

午前コース ３月１６日㈪～２０日㈮
毎日午前９時～正午の５回コース

午後コース ３月１６日㈪～２０日㈮
毎日午後１時～午後４時の５回コース

運休と変更のお知らせ

変 更 便
変更日 3/6 ㈮　3/26 ㈭　3/30 ㈪

変更内容 スクールバス各コースの帰り第1便の発車時刻が次のとおり変更になります。

コース名 始発バス停
発車時刻

変更前 変更後水曜日以外 水曜日
湯 平 コ ー ス 由布院駅前バスセンター 16：37 15：37 ⇒ 12：52
塚 原 コ ー ス 湯布院中学校 16：35 15：15 ⇒ 13：00
阿蘇野コース 小野屋駅前 16：20 15：26 ⇒ 13：06
大津留コース 庄内庁舎 16：32 15：32 ⇒ 13：12
朴 木 コ ー ス 挾間中学校 17：00 15：50 ⇒ 13：10
石 城 コ ー ス 庄内庁舎 16：33 15：33 ⇒ 12：53

運 休 便
運休日 コース名 運休内容

3/6
㈮

シャトルバス 由布院駅前バスセンター 13:45 発、
大学病院 13:55 発、庄内庁舎 14:25 発の各便

塚 原 線 由布院駅前バスセンター 12:50 発の便

3/26
㈭

シャトルバス 由布院駅前バスセンター13:45 発、
大学病院 13:55 発、庄内庁舎 14:25 発の各便

湯 平 線 健康温泉館前 12:45 発
酒 野 線 大学病院 13:25 発の便

3/30
㈪

シャトルバス 由布院駅前バスセンター13:45 発、
大学病院 13:55 発、庄内庁舎 14:25 発の各便

湯 平 線 健康温泉館前 12:45 発
下 詰 線 大学病院 13:30 発の便

〔コミュニティバス〕総合政策課（庄内庁舎）

〔スクールバス〕教育総務課（湯布院庁舎）
☎097-582-1111（内線226）

☎0977-84-3111（内線236）
問い合わせ

　中学校行事に伴い、
スクールバス復路便
の時間を変更して運
行するため、次の便は運休および変更となります。ご
利用の際はお間違えのないようご利用ください。

初級パソコン教室生徒募集のお知らせ

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！
最
低
賃
金

　
大
分
県
の
地
域
別
最
低
賃
金
は
１
時

間
６
７
７
円(

平
成
26
年
10
月
４
日
効

力
発
生)
で
す
。
県
内
の
特
定
の
産
業

に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
産
業
別
最
低
賃

金
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
業
種　
最
低
賃
金
額

　

(

平
成
26
年
12
月
25
日
効
力
発
生)

鉄
鋼
業

８
１
７
円

非
鉄
金
属
製
造
業

８
０
７
円

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業

７
３
５
円

自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
、

船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機

関
製
造
業

７
８
５
円

各
種
商
品
小
売
業

７
０
４
円

自
動
車(

新
車)

小
売
業

７
４
７
円

☆
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
９
７

－

５
３
６

－

３
２
１
５

合
同
企
業
説
明
会

（
東
京
・
大
阪
・
福
岡
）

　
大
分
県
内
企
業
に
よ
る
合
同
企
業
説

明
会
で
す
。

●
対
象　

平
成
28
年
３
月
卒
業
予
定

の
大
学
生
等
（
一
般
の
方
、
大
学
１
、

２
年
生
等
の
参
加
も
可
）

《
福
岡
会
場
》
３
月
13
日
㈮
午
前
11
時

～
午
後
４
時
30
分
（
場
所
：
福
岡

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
８
階 

Ａ
ホ
ー

ル
）

《
大
阪
会
場
》
３
月
20
日
㈮
午
前
11
時

～
午
後
４
時
30
分
（
場
所
：
Ａ
Ｐ
大

阪
淀
屋
橋
４
階 

南
ル
ー
ム
）

《
東
京
会
場
》
３
月
27
日
㈮
午
前
11
時

～
午
後
４
時
30
分
（
場
所
：
東
京
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム 

ホ
ー
ル
Ｄ
５
）

問
大
分
県
商
工
労
働
部

　
雇
用
・
人
材
育
成
課

　
☎
０
９
７

－

５
０
６

－

３
３
４
３

http://w
w

w
.pref.oita.jp/sos

　

hiki/14540/oitagenki-2014

　

.htm
l

ふ
ぐ
の
素
人
調
理
は

ゼ
ッ
タ
イ
に
や
め
ま
し
ょ
う
！

　
昨
年
県
内
で
、
自
宅
で
調
理
し
た
ふ

ぐ
料
理
を
食
べ
て
中
毒
を
起
こ
す
事
例

が
発
生
し
ま
し
た
。
大
分
県
で
は
、
営

業
施
設
で
ふ
ぐ
を
調
理
（
毒
の
あ
る
部

分
を
除
去
）
す
る
場
合
、
ふ
ぐ
処
理
登

録
者
の
資
格
が
必
要
で
す
。
資
格
の
な

い
素
人
の
調
理
は
、
絶
対
に
や
め
て
く

だ
さ
い
！

問
大
分
県
生
活
環
境
部
食
品
安
全
・
衛

生
課

　
☎
０
９
７

－

５
０
６

－

３
０
５
６

年
賀
状
な
ど
の
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ

が
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
支
援
に

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
今
で
も
地
雷
や
不

発
弾
に
よ
り
、
何
の
罪
も
な
い
子
ど
も

た
ち
が
手
足
を
奪
わ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　

㈶
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
は
、
地
雷
被
害
を
一
刻
も
早

く
な
く
す
た
め
、
ご
家
庭
に
あ
る
書
き

損
じ
ハ
ガ
キ
、
未
使
用
テ
レ
ホ
ン
カ
ー

ド
、
未
使
用
切
手
を
集
め
て
換
金
し
、

毎
年
地
雷
撤
去
団
体
へ
寄
付
し
て
い
ま

す
。
ハ
ガ
キ
３
枚
で
１
㎡
の
地
雷
原
を

撤
去
で
き
ま
す
。

　
地
雷
被
害
を
減
ら
す
た
め
に
、
皆
さ

ん
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
㈶
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
事
務
局

〒
８
１
４

－

０
０
０
２ 

福
岡
市
早
良

区
西
新
１

－

７

－

10

－

７
０
２

　
☎
０
９
２

－

８
３
３

－

７
５
７
５

公
民
館

川
西
地
区
公
民
館
主
催

パ
ソ
コ
ン
教
室

　
初
心
者
を
対
象
に
、
ワ
ー
ド
を
使
っ

て
の
学
習
で
す
。

●
申
込
期
限　
２
月
27
日
㈮
ま
で

●
実
施
期
間　
３
月
９
日
㈪
～
３
月
27

日
㈮
ま
で
の
間
10
回

●
学
習
時
間　
午
後
７
時
～
午
後
９
時

●
場
所　
川
西
地
区
公
民
館

●
募
集
人
数　
10
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
※
応
募
者
が
３
人
に

満
た
な
い
場
合
は
中
止
。

問
川
西
地
区
公
民
館

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

５
０
２
２

イ
ベ
ン
ト

た
で
は
ら
湿
原
ウ
ォ
ー
ク

（
雨
天
決
行
、
現
地
受
付
）

●
日
時　
３
月
１
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
集
合
・
ス
タ
ー
ト

●
集
合
場
所　
長
者
原
駐
車
場

●
参
加
費　
２
０
０
円

※
万
一
、
事
故
発
生
の
場
合
は
主
催
者

加
入
保
険
の
範
囲
内
で
の
補
償
に
な

り
ま
す
。

問
由
布
高
原
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
事
務

局
（
高
田
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
５

－

３
０
６
７

週
刊
求
人
情
報
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

第57回 県内一周大分合同駅伝競走大会
開催期日：平成27年２月23日㈪～２月27日㈮ ５日間
距離・区間：３９１.３㎞　　全３９区間
各日出発「第一日・２月23日㈪ 午前 9 時出発」大分合同新聞社前
　　　　「第二日・２月24日㈫ 午前10時出発」佐伯市役所前
　　　　「第三日・２月25日㈬ 午前 8 時出発」竹田市役所前
　　　　「第四日・２月26日㈭ 午前 9 時出発」日田市役所前
　　　　「第五日・２月27日㈮ 午前 8 時出発」豊後高田市役所前
★由布市通過予定★第三日目・２月25日㈬　
　11時05分　　　由布市役所　庄内庁舎前（再出発）
　11時29分頃　　湯平・㈲スギショー前（中継所）
　12時09分頃　　湯布院庁舎前（ゴール）

由布市の市番号は「９」番です。皆さんの応援をよろしくお願いします！
第56回大会ゴール
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３月７日㈯・湯布院公民館大ホール
～こどもも　おとなも　楽しめる映画祭！～

こどもたち、大人に見てほしい選りすぐりの映画を一挙公開。
お友だちや親子連れ、大人同士で、映画祭にぜひお越しください。

■主催：由布市教育委員会／ゆふいんこども映画祭実行委員会
■問い合わせ　由布市中央（湯布院）公民館　☎0977－84－2604

♪上映プログラム♪（予定） ♪鑑賞料金♪
３月 上映時間 作品名

７
日
㈯

午
前
Ａ

10：00 ～ 10：10
10：10 ～ 10：20
10：20 ～ 10：30
10：34 ～ 10：50

レター（アニメ 10 分）
ミトン（アニメ 10 分）
ママ（アニメ 10 分）
くもとちゅうりっぷ

（アニメ 16 分）

午
前
Ｂ

11：05 ～ 11：24

11：30 ～ 12：00

注文の多い料理店
（アニメ 19 分）
木を植えた男（アニメ 30 分）

午
後

13：00 ～ 14：15

14：30 ～ 16：22

キリクと魔女
（アニメ７５分）
転校生（実写１１２分）

夜 19：00 ～ 20：37 少女は自転車にのって
（実写・字幕９７分）

※フィルムの都合上、上映作品は変更になる場合があります。

子どもフリーパス券
（市内小・中学生） （すべて鑑賞可） � � 500 円
大人フリーパス券（すべて鑑賞可）�� �1,200 円
小、中学生 1 回券�� � 300 円
大人（高校生以上）1 回券�� �600 円（当日 800 円）
大人 2 枚綴り券�� �1,000 円（当日 1,200 円）

☆幼稚園児以下は無料です。
☆午前Ａ・午前Ｂはそれぞれチケット１枚でご覧いただけます。
☆前売り券は、湯布院公民館・庄内公民館・挾間公民館で販売し

ます。つり銭の無いようにご協力をお願いします。
☆前日までに電話予約の方も前売り券料金になります。
※由布市役所湯布院庁舎駐車場は台数に限りがあります。JRな

どの公共交通機関をご利用ください。

第26回 ゆふいんこども映画祭開催

●
募
集
方
法

　
ハ
ガ
キ
に
よ
る
公
募
と
し
、
シ
ル
バ
ー
作
品
展
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
と
し
ま
す
。

⑴
募
集
部
門

　
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
（
川
柳
の
み
課
題
を
設
け
ま
す
）

⑵
募
集
期
限

　
2
月
28
日
㈯ 

※
当
日
の
消
印
有
効

⑶
応
募
資
格

　
大
分
県
在
住
の
60
歳
以
上
（
昭
和
31
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

⑷
応
募
規
程

　
ア
．
未
発
表
作
品
。

　
　
　
１
人
に
つ
き
短
歌
を
1
首
、
俳
句
を
2
句
、
川
柳
を
2
句
ま
で
。

　
　
　
　
川
柳
は
課
題
を
設
け
「
笑
う
」
と
し
ま
す
。

　
　
イ
．
応
募
は
ハ
ガ
キ
を
用
い
て
各
部
門
別
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
必
ず
楷
書
で
記
載
す
る
こ
と
と
し
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
を
つ
け
る
こ
と
。

　
　
　
　
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
を
つ
け
る
こ
と
）、
生
年
月
日
、
性
別
、
電
話
番

号
、
所
属
（
団
体
名
）
を
明
記
す
る
こ
と
。

※
な
お
、
氏
名
に
筆
名
を
使
用
す
る
場
合
は
、
本
名
も
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

●
表
彰

⑴
各
部
門
別
に
入
選
作
品
15
点
を
表
彰
し
ま
す
。

⑵
そ
の
他
、
最
高
齢
者
賞
（
男
・
女
１
人
）
を
授
与
し
ま
す
。
※
過
去
の
受
賞
者
は

除
く
。

●
参
加
費　
無
料

●
応
募
先

　
応
募
希
望
者
は
、
各
庁
舎
福
祉
対
策
係
に
用
意
し
て
い
る
応
募
用
ハ
ガ
キ
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
直
接
大
会
事
務
局
ま
で
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
福
祉
対
策
課
福
祉
係
（
湯
布
院
庁
舎
）　

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１
（
内
線
３
１
４
）

第
26
回　
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
展
作
品
募
集

　３月中、挾間健康センター前で子ども服の交
換会「くるくるリサイクルin挾間」を開催して
います。ぜひのぞいてみてください。
　また、ご不要になった子ども服の提供も募集
しています。
●収集日　２月16日㈪～随時
●開催日　３月２日㈪午前９時～３月31日㈫
●場　所　はさま未来館１階　健康センター
☆協力のお願い
　洗濯できるものはきれいに
して持って来てください。
　名前入りのものはマジック
等で名前を消してください。
◆問い合わせ　挾間健康センター
　☎097–583–1111（内線2125）

くるくるリサイクル in 挾間

　今年も「みんなで
創る、みんなの未
来館まつり」の合言
葉のもと、未来館ま
つりが開催されます。
はさま未来館を利用
する各種団体による
作品展示やステージ発表会、食事処「未来亭」
などのさまざまな催し物が行われますので、み
なさんぜひお越しください。
●日時　３月８日㈰ 午前９時～午後５時
●問い合わせ　挾間公民館（はさま未来館）
　☎097–583–1118

はさま未来館まつり
のお知らせ

　お子さんの成長過程で不要になったものを必
要な方へと提供する「くるくるリサイクル」を
開催します。みなさんのお越しをお待ちしてい
ます。
●開催日　３月９日㈪～３月13日㈮
●場　所　コミュニティーセンター２階
　　　　 （湯布院庁舎向かいの建物）
●内　容　子ども服（春物中心、120㎝以上も

あります）、子ども用品、おもちゃ等
☆協力のお願い
　健康増進課窓口にてご不要になった子ども用
品の回収を随時行っています。洗濯できる物は
きれいにして持って来てください。
◆問い合わせ　健康増進課（湯布院庁舎）
　☎0977–84–3111（内線382）

くるくるリサイクル in 湯布院

●日時　３月１日㈰ 午前９時～正午 
●ステージ発表 
　庄内公民館の教室生が日ごろの練習の成果を
披露します。また、庄内子供神楽愛好会による
神楽公演もあります。ぜひお越しください。 
●作品展示 
　公民館教室、放課後子ども教室、阿南・西庄
内幼稚園、習字教室等の作品を展示します。
●問い合わせ　庄内公民館
　☎097–582–0214

庄内公民館まつり
を開催します！

く ら し インフォメーション
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◆成人証書　平成27年由布市成人式の対象者のうち、当日出席できな
かった新成人者の方に成人証書を贈呈します。

◆記念写真　平成27年由布市成人式記念写真撮影に参加された方に記
念写真を贈呈します。

◆受取方法　本人または代理の方がお受け取りください。（代金不要）
◆受取場所　卒業した中学校区もしくは住民票がある地域の公民館。

（成人式冊子の名簿に記載されている地域）
　　　　　　■挾間公民館（はさま未来館）☎097-583-1118
　　　　　　■庄内公民館 ☎097-582-0214
　　　　　　■湯布院公民館 ☎0977-84-2604
◆受取期限　３月31日㈫　※平日の午前８時30分～午後５時

成人証書および記念写真を贈呈します

●問い合わせ　由布市教育委員会 社会教育課（湯布院公民館内）
☎0977-84-3111（内線562）

実行委員の皆さん

ゆーふーと一緒にがんばった、
中学生ボランティアの皆さん

平成27年 由布市消防団特別点検
　

１
月
18
日
、
庄
内
町
の
庄
内
総
合

運
動
公
園
で
「
平
成
27
年
由
布
市
消

防
団
特
別
点
検
」
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
早
朝
か
ら
、
消
防
団
員

（
消
防
団
員
総
数
７
７
２
人
）４
９
０

人（
う
ち
１
４
９
人
は
地
元
待
機
）が

集
結
し
、
人
員
服
装
点
検
や
機
械
器

具
点
検
、
訓
練
点
検
な
ど
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
特
別
点
検
は
、
消
防
団
員
の

士
気
高
揚
や
資
質
の
向
上
を
目
的
に
、

首
藤
市
長
が
点
検
者
と
な
っ
て
消
防

団
の
人
員
、
礼
式
、
操
法
な
ど
を

点
検
し
、
迅
速
な
消
火
活
動
に
万
全

を
期
す
る
た
め
毎
年
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
今
年
は
特
別
点
検
者

と
し
て
広
瀬
勝
貞
大
分
県
知
事
が
招

か
れ
、
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表

彰
式
で
は
由
布
市
長
表
彰
な
ど
の
表

彰
が
行
わ
れ
、
続
い
て
広
瀬
知
事
が

「
ま
と
ま
り
の
あ
る
す
ば
ら
し
い
訓

練
に
感
動
し
た
。
皆
さ
ん
の
消
防
活

動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
最
大

限
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
そ
の
後
会
場
を
移
動
し
訓
練
の

最
後
で
あ
る
放
水
点
検
が
実
施
さ
れ
、

今
年
の
特
別
点
検
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

成人証書と記念品の授与 新成人の会2015の様子

平成27年 由布市成人式
　

１
月
11
日
、
平
成
27
年
由
布
市
成

人
式
が
は
さ
ま
未
来
館
で
行
わ
れ
、

今
年
度
成
人
を
迎
え
た
３
６
７
人
の

う
ち
２
３
６
人
が
出
席
し
、
新
成
人

の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
首
藤
市
長
に
よ
る
成

人
証
書
と
記
念
品
の
授
与
が
あ
り
、

来
賓
に
よ
る
祝
辞
や
祝
電

披
露
に
続
い
て
、

新
成
人
を
代
表
し

て
成
人
式
実
行
委

員
会
委
員
の
髙
橋

智
幸
さ
ん
（
庄
内

町
柿
原
）
が
「
自
己
の
向
上

に
向
け
て
精
進
し
、
地
域
社
会
に
貢

献
で
き
る
よ
う
励
み
た
い
」
と
誓
い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
挾
間
・
庄
内
・
湯
布
院
の

地
域
別
に
行
わ
れ
た
記
念
撮
影
の
後

に
は
、
「
新
成
人
の
会
２
０
１
５
」

と
題
し
た
祝
賀
会
が
開
か
れ
、
中
学

校
時
代
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
が
行
わ
れ

る
な
ど
旧
交
を
温
め
る
楽
し
い
ひ
と

と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
ご
成
人
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

人員服装点検 操法点検

広瀬勝貞大分県知事による祝辞吉良利武団長による謝辞訓練点検機械器具点検
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木ゆ

ふ綿
の
山
通
信

　 農業サポーター

歴 史 民 俗 資 料 館 報

無料
相談

エ　
　コ

国民
年金

税　
　金

窓口
延長

由布市無料相談のお知らせ 大分エコライフプラザ情報

おしえて！国民年金

今月の税／料

窓口を午後７時まで開庁している庁舎のお知らせ

【行政相談】担当：行政相談委員
困ったら１人で悩まず行政相談
はさま未来館　３月 7日㈯ 午前９時～正午
庄内庁舎　　　３月 6日㈮ 午前９時～午前11時
湯布院庁舎　　３月18日㈬ 午前10時～正午

【不動産相談】担当：宅地建物取引主任者
土地の境界等、不動産全般に関すること(電話相談可能)
庄内庁舎　　　３月 ２日㈪ 午前８時30分～正午

【司法書士市民相談】担当：司法書士（予約者優先）
不動産、商業登記、成年後見等の法律相談
挾間庁舎　　３月10日㈫ 午後１時30分～午後４時
庄内庁舎　　３月18日㈬ 午後１時30分～午後４時
湯布院庁舎　３月 3日㈫ 午後１時30分～午後４時

【行政書士相談】担当：行政書士
遺言相談、農地、温泉、成年後見等のお悩みごと
挾間庁舎　　３月20日㈮ 午後１時～午後３時
庄内庁舎　　３月13日㈮ 午後１時～午後３時
湯布院庁舎　３月 6日㈮ 午後１時～午後３時
問総務課総務係（庄内庁舎）
　☎097–582–1111（内線205）

再生家具・自転車の抽選会
～再生した家具・自転車を無料でお譲りします～
●申込期限　３月１日㈰ 正午まで
　受付開始は月によって異なりますので、大分エコラ
イフプラザまでお問い合わせください。また、当選時
の持ち帰りは各自でお願いします。
●抽選日時　３月１日㈰ 12：30～
　抽選にもれた人や抽選時間に間に合わなかった人の
ために、敗者復活のじゃんけん大会もあります。
※フリーマーケットも同時開催。出店を希望される方は２

月20日までにお申し込みください。（必着）
問大分エコライフプラザ　☎097–588–1410

ご存知ですか？
「学生納付特例制度」と
「若年者納付猶予制度」
　本人の所得が一定以下の場合、国民年
金保険料の納付が猶予される「学生納付
特例制度」があります。対象となる学生
は、学校教育法に規定する大学（大学
院）、短期大学、高等学校、高等専門学
校、専修学校および各種学校（修行年限
１年以上である課程）、一部の海外大学
の日本分校に在学する方です。また夜
間・定時制課程や通信制課程の方も含ま
れますので、ほとんどの学生の方が対象
となります。
　また、学生でない30歳未満の方の場
合には、本人および配偶者の所得が一定
額以下の場合に、国民年金保険料の納付
が猶予される「若年者納付猶予制度」が
あります。

問大分年金事務所　☎097–552–1211

●国民健康保険税（普通）９期分
●介護保険料（普通）９期分
●後期高齢者医療保険料（普通）８期分
●入湯税　２月期分（１月分）
納期限　平成27年３月２日㈪

住民票や税等の一部業務のみ取り扱っています。詳し
くは総務課（☎ 0 9 7 – 5 8 2 – 1 1 1 1 ）までお問い合
わせください。
２
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

湯 湯 庄 庄/挾 挾
8 9 10 11 12 13 14

湯 湯 庄/挾 挾
15 16 17 18 19 20 21

湯 湯 庄 庄/挾 挾
22 23 24 25 26 27 28

湯 湯 庄 庄/挾 挾
３
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

湯 湯 庄 庄/挾 挾
8 9 10 11 12 13 14

湯 湯 庄 庄/挾 挾
15 16 17 18 19 20 21

湯 湯 庄 庄/挾 挾
22 23 24 25 26 27 28

湯 湯 庄 庄/挾 挾
29 30 31

湯 湯
※午後５時以降の税等の納付、各種申請等の受け付け

はお取り扱いできません。

編
集
後
記

▼
県
内
市
町
村
が
そ
れ
ぞ

れ
作
成
し
た
Ｃ
Ｍ
で
大
賞

を
競
う
「
大
分
ふ
る
さ
と

Ｃ
Ｍ
大
賞
vol.

 

12
」。
今
年
も

Ｏ
Ａ
Ｂ
大
分
朝
日
放
送
で
、

２
月
28
日
午
後
４
時
か
ら

放
送
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
か
）

▼
今
月
は
子
育
て
の
特
集

で
す
。
取
材
先
で
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
を
み
て
ほ
っ

こ
り
し
た
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
子
育
て
の
大
変
さ

も
改
め
て
実
感
で
き
、
自
分

が
も
し
父
親
に
な
っ
た
時

に
は
イ
ク
メ
ン
に
な
れ
る

よ
う
努
力
し
ま
す
！
（
あ
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕

 

陣
屋
の
村
歴
史
民
俗
資
料
館

 

☎
０
９
７-

５
８
３-

３
９
４
１

 

社
会
教
育
課（
湯
布
院
公
民
館
）

 

☎
０
９
７
７-

８
４-

２
６
０
４

　

資
料
館
に
は
、
昔
、
農
作
業
に

使
っ
て
い
た
農
具
や
昭
和
の
初
期
こ

ろ
に
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
た
道
具

が
た
く
さ
ん
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
来
館
さ
れ
る
若
い
人
た
ち
は
、
あ

ま
り
興
味
が
わ
か
な
い
よ
う
で
す

が
、
そ
う
い
っ
た
道
具
を
、
子
ど
も

の
と
き
に
み
た
、
使
っ
た
こ
と
が
あ

る
、
今
で
も
家
に
あ
る
、
と
い
う
世

代
の
か
た
が
た
は
、
水
田
に
は
え
た

草
を
取
る
た
め
の
“
雁が

ん
づ
め爪
”
を
見
て

「
夏
の
暑
い
日
の
草
取
り
は
本
当
に

嫌
だ
っ
た
」、
ま
た
“
半は

ん
ぎ
り
お
け

切
桶
”“
藁わ

ら

切き
り

”
の
展
示
品
の
前
で
は
「
牛
や
馬

の
餌
に
す
る
た
め
の
草
を
刈
る
の
は
、

小
学
生
の
自
分
の
仕
事
だ
っ
た
」
。

“
し
ょ
う
け
”
の
前
で
は
、「
ご
飯

が
腐
ら
な
い
よ
う
に
こ
れ
に
入
れ
て

軒
下
に
下
げ
て
い
た
ね
」、「
学
校
か

ら
帰
っ
た
ら
、
こ
の
ご
は
ん
で
お
に

ぎ
り
を
作
っ
て
食
べ
た
」、「
お
米
よ

り
麦
の
方
が
多
か
っ
た
か
ら
、
な
か

な
か
お
に
ぎ
り
の
形
に
な
ら
な
か
っ

た
」、
な
ど
な
ど
、
展
示
品
の
前
で
、

思
い
出
話
が
尽
き
ま
せ
ん
。

　

農
作
業
や
家
の
手
伝
い
は
大
変

だ
っ
た
と
話
し
な
が
ら
も
、
皆
さ
ん

と
て
も
懐
か
し
そ
う
な
表
情
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
日
常
、
普
通
に
使
っ
て
い
た
何
で

も
な
い
古
い
道
具
で
す
が
、
昔
、
実

際
に
使
っ
て
い
た
世
代
の
方
に
と
っ

て
、
一
人
ひ
と
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
出
が
あ
る
ん
だ
と
、
お
話
を
聞
い

て
い
る
と
毎
回
感
じ
ま
す
。

　
若
い
世
代
が
、
そ
の
道
具
や
当
時

の
く
ら
し
の
思
い
出
話
に
日
常
的
に

ふ
れ
る
時
間
が
た
く
さ
ん
あ
れ
ば
、

そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
自
分
た

ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
習
慣
・
伝

統
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
も
っ

と
興
味
を
も
て
る
よ
う
に
な
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
な
ん
で
も
な
い
古
い
道
具
と
い
っ

て
も
、
今
で
は
ほ
ぼ
作
ら
れ
る
こ
と

の
な
い
貴
重
な
品
々
で
す
。
資
料
館

に
展
示
し
て
い
る
も
の
だ
け
で
な
く
、

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
古
い
道

具
も
、
使
っ
て
き
た
人
た
ち
の
“
思

い
”
と
共
に
大
切
に
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
ね
。

人　
　口 ひとの動き

厳
寒
期
で
す
。

寒
害
、霜
害
対
策
を
す
る
と
と
も
に
、土
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
春
野
菜
の
準
備
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
堆
肥
や
石
灰
な
ど
の

土
壌
改
良
剤
を
投
入
し
次
作
に
向
け
て
畑
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
春
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
里
芋(

早
生
種)

は
植
え
付
け
前
で
す
。
連
作
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
ア
ル
カ
リ
性
を
嫌
う
の
で
石
灰
の
多
投
は
避
け
ま

し
ょ
う
。
種
イ
モ
が
大
き
い
ほ
ど
1
株
当
た
り
の
収
穫
量
は
増
え
ま
す

が
、
芽
が
多
く
出
て
粒
揃
い
が
悪
く
な
る
の
で
し
っ
か
り
と
芽
か
き
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

里
芋
は
発
芽
さ
せ
て
か
ら
植
え
つ
け
る
と
生
長
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

ま
た
、
前
作
の
親
イ
モ
を
種
に
使
う
と
初
期
生
育
が
旺
盛
で
子
イ
モ
の

成
長
も
早
く
な
り
ま
す
。
浅
植
え
は
、
子
イ
モ
の
つ
き
が
早
く
、
数
も

多
く
と
れ
ま
す
が
、
日
焼
け
が
出
や
す
く
な
り
ま
す
。
逆
に
、
深
植
え

は
生
育
が
遅
れ
、
種
イ
モ
が
腐
食
し
た
り
、
イ
モ
が
長
型
に
な
り
や
す

い
の
で
注
意
し
ま
す
。

　
た
ま
ね
ぎ
は
2
回
目
の
追
肥
と
な
り
ま
す
。
乾
燥
が
続
く
よ
う
で
あ

れ
ば
、
か
ん
水
を
行
い
ま
す
。

が
ん
ば
る
農
家
野
菜
作
り
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
！

　
市
で
は
、
野
菜
お
よ
び
花
き
栽
培
技
術
の
向
上
と
農
家
の
販
売
量
増

加
を
目
的
と
し
た
野
菜
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
参
加
無
料
で
、
事
前
の
お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

第
４
回
テ
ー
マ
：
「
春
野
菜
の
管
理
と
注
意
点
」

【
日
時
】
２
月
26
日
㈭ 

午
後
２
時
～
午
後
３
時
30
分

【
場
所
】
市
役
所
庄
内
庁
舎
２
階　
健
康
増
進
室

◆
問
い
合
わ
せ　
農
政
課
（
挾
間
庁
舎
）

　
☎
０
９
７–

５
８
３–

１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
９
）

１月31日現在 （　 ）は12月31日現在

総人口  35,559人（35,594）
世帯数  15,356戸（15,357）

男  17,040人（17,066）
女  18,519人（18,528）
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健康立市　みんなであいさつ“にこにこ笑顔”　由布市では平成25年３月24日に健康立市を宣言しました。

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す
。

　
12
月
20
日
、
愛
犬
〝
プ
リ
ン
〟
が
15
年
と
８
ヵ
月
の
命

を
全
う
し
て
あ
の
世
へ
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
人
間
の

年
に
す
れ
ば
約
１
０
０
歳
く
ら
い
で
、
長
生
き
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。
医
者
か
ら
「
も
う
長
く
は
な
い
か
ら
何
で
も

食
べ
さ
せ
て
い
い
よ
」
と
言
わ
れ
、
大
好
き
な
肉
も
少
し

増
や
し
て
食
べ
さ
せ
る
な
ど
、
本
当
に
、
本
当
に
大
事
に

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
１
週
間
前
か
ら
急
に
食
欲
も
落

ち
、
今
ま
で
は
私
た
ち
が
食
べ
て
い
る
と
、
く
れ
く
れ
と

ほ
し
が
っ
て
い
た
の
に
そ
れ
も
な
く
な
り
、
呼
吸
も
荒
く

苦
し
み
に
や
っ
と
耐
え
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
つ
れ
あ
い
は
１
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
夜
は
〝
プ
リ
ン
〟
の

そ
ば
で
休
み
、
見
て
や
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
ず
っ

と
抱
い
た
ま
ま
励
ま
し
て
い
ま
し
た
が
、
夜
中
に
な
り
呼

吸
も
一
段
と
激
し
く
、
居
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
ず
大
分

市
の
医
者
に
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
先
生
も
分
か
っ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
、「
よ
く
頑
張
っ
た
ね
」
と
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
家
に
帰
り
、
孫
た
ち
親
子
に
す
ぐ
に
来
る
よ
う
に
と
電

話
を
し
ま
し
た
が
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
抱
か
れ
た

ま
ま
大
き
く
一
声
鳴
い
て
息
を
引
き
取
り
ま
し
た
。
家
族

３
人
か
ら
励
ま
さ
れ
な
が
ら
み
と
ら
れ
〝
プ
リ
ン
〟
も
安

心
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
悲
し
い
と
か
言
う
言

葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
、
込
み
上
げ
て
く
る
も
の
に
体
を

震
わ
せ
ま
し
た
。
一
緒
に
生
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

手
の
ひ
ら
に
乗
る
ほ
ど
小
さ
か
っ
た
こ
ろ
の
こ
と
な
ど
、

一
気
に
浮
か
ん
で
き
て
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
…
。
家
族
が

１
人
減
り
ま
し
た
。
寂
し
い
限
り
で
す
。

　
２
月
に
な
り
、
心
に
空
い
た
穴
が
少
し
ず
つ
修
復
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
わ
が
子
同
様
に
か
わ
い
が
っ
て
き
た
つ
れ

あ
い
も
よ
う
や
く
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
。
〝
プ
リ
ン
〟

の
お
か
げ
で
優
し
い
心
に
も
な
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
ま
た
頑
張
り
ま
す
。

多くの女性がいつまでも美しく健康でいたいと願っていると思います。
そのためには、基本的な生活習慣を整えることが大切です。
毎日の小さな積み重ねが健康と美を保つためのポイントです。
この機会に一度、ご自身の健康や生活を振り返ってみましょう♪

＜女性がん検診無料クーポン券の使用期限が迫っています！＞
　昨年６月に対象者の方に子宮頸がん・乳がん検診の無料クーポン券を送付しています。使用期限
は３月31日までです。まだ受診されていない方はぜひこの機会に受診ください。
　特に子宮頸がん検診は１月時点で対象者のうち12人しか受診されていません。
　子宮頸がんの原因となるHPV（ヒトパピローマウイルス）は性交渉によって誰にでも感染する可
能性があります。子宮頸がんは、命はもちろん、妊娠や出産の可能性まで奪ってしまうなど人生に
大きな影響を及ぼす病気ですので、検診による早期発見がとても大切です。
　学生のみなさんは春休みを利用してぜひ受診しましょう。
●子宮頸がん検診（20歳）　平成５年４月２日～平成６年４月１日生
●問い合わせ　健康増進課（湯布院庁舎）☎0977-84-3111

Happy Birthday

あなたの
生まれた
大切な日

土
は じ

師 万
ま な

奈ちゃん
平成 25年２月９日生　庄内町長野

友
と も な が

永 晴
は る き

稀くん
平成 26年２月８日生　挾間町古野

松
ま つ だ

田 大
だ い き

輝くん
平成 24年２月 17日生　挾間町赤野

河
か わ の

野 心
み ゆ

優ちゃん
平成 25年２月 14日生　湯布院町川上

河
こ う の

野 結
ゆ い さ

咲ちゃん
平成 26年２月 28日生　挾間町古野

後
ご と う

藤 釈
し ゃ く ま

允くん
平成 25年２月５日生　庄内町畑田

西
に し か わ

川 幸
こ う た

多くん
平成 26年２月３日生　挾間町挾間

　お誕生日コーナーへの掲載を希望される保護者の方は、事前に総務課（☎097–582–1111 内線208）へ電話でお申し込みください。対象は３歳以下で、市
報ゆふのお誕生日コーナーに掲載されたことがない方とします（先着順）。３月生まれの申込締切は2月17日㈫、４月生まれの申込締切は3月17日㈫です。

3月1日～８日は
『女性の健康週間』です
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